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高
齢
者
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
者

の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、利
用
す
る

方
の
希
望
に
合
わ
せ
て
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

大
き
な
施
設
に
利
用
者
が
集
中
す
る
形
か
ら
、

身
近
な
地
域
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

小
規
模
な
事
業
所
が
点
在
す
る
形
へ
と
変
化

し
、働
く
介
護
職
員
の
数
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、サ
ー
ビ
ス
が
多
様
化
し
、高
齢
化
が

進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
増
加
し
、介
護
に

必
要
な
職
員
が
不
足
し
始
め
て
い
ま
す
。そ
の

う
え
、人
材
不
足
か
ら
一
人
へ
の
負
担
が
増
え
、

多
忙
を
理
由
に
離
職
し
て
し
ま
う
人
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
介
護
職
員
の
需
給
推
計
を
み
る
と
、

平
成
37
年
に
必
要
と
さ
れ
る
職
員
数
は
約

13
万
１
０
０
０
人
、一
方
で
供
給
可
能
な
職
員

は
約
10
万
７
０
０
０
人
で
、不
足
す
る
職
員
数

は
約
２
万
４
０
０
０
人
と
な
り
ま
す
。全
国
で

は
、30
万
人
の
職
員
が
不
足
す
る
見
通
し
を
厚

生
労
働
省
は
示
し
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
福
祉
の

現
場
の
人
材
不
足
を
、ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
皆
さ
ん
は
、介
護
の
仕
事
に
対
し
て「
き
つ
い
」

「
つ
ら
い
」と
いっ
た
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
って

い
ま
せ
ん
か
。

　

果
た
し
て
介
護
は
、そ
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
な
の

か
、田
原
市
の
介
護
現
場
で
働
く
人
た
ち
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

今、必要な福祉の担い手

人が困りごとを抱えたときに、乗り越える手助けをするのが福祉。高齢者や障害者となったときの
日常生活のサポートなど、どんな方でも福祉は身近に存在しています。

その福祉の現場が、今、人材不足に悩まされています。
どうしたら人材不足を解消できるのか、福祉の現場の実態に迫ります。

▶地域福祉課☎23‐３697
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働き方、働く人、いろいろ。現場の声を聞いてみました。

競艇選手になりたかったんです。5回挑
戦したけどだめで、そんなときちょうど

田原に福祉専門学校があると聞き、興味を
持ったのがきっかけです。卒業後は、「蔵王
の杜」に就職し、今年で13年目を迎えます。
　障害者の生活を支える仕事は、生きる活

力を支えること。障害があっても前向きに生き
る人々から、逆に力をもらっています。

早番や夜勤があり、休みは不規則ですが、勤
務希望が出せるので、家族の予定に合わせ
て休みを申請します。平日休みは、子どもの習
い事や学童の送り迎えなどができるので、普
段の子どもの生活が分かっていいですね。
　福祉の仕事とは、支援を必要としている方
を手助けする仕事。自分では見えないところ
が見えたり、気付きがあったりします。死ぬま
で人とかかわって生きていくのが人間。この
仕事のやりがい＝生きがいです。ぜひ関心を
持ってもらいたいです。

上谷 耕史さん（37歳） 仕事も家庭も大切 働き盛りの働き方

仕事と子育てを両立できる仕事

子どもが好きで、5年前に友人に誘われ、
学校介助員になりました。仕事の幅が

広がると思い、平成26年に田原福祉専門学
校で初任者研修を受講し、修了しました。研
修は大変でしたが、家族の協力もあり、最後
まで受講することができました。いろいろな年
齢の友だちができ楽しかったです。
　仕事は障害のある子どもの学校生活を介
助することです。子どもから元気をもらえます。
勤務体制は、週3日で午前8時～午後3時。自
分の子どもが病気のときなど休みは取りやす

く、その代わり急に仕事へ出ることもあります。
子育て中の人が多いので、持ちつ持たれつ
の関係ですね。
　福祉の仕事は、高齢者の介護だけでなく、
学校介助員など子どもにかかわる仕事もあり
ます。自分の生活に合わせて勤務時間が1
時間から設定できるので、子育て中にはとて
も良いと思います。

久瀬 好美さん（48歳）

【勤め先】社会福祉協議会
【資格】介護職員初任者研修修了
【仕事内容】学校介助員

58歳で早期退職をし、職業安定所で前職関連の仕事を探しました
が、なかなか見つかりませんでした。職業
安定所の方に、「ヘルパー2級」の資格取
得を勧められたのがきっかけです。そして、
今の職場を紹介され福祉の仕事に就きま
した。3年間の実務経験を経て、4年目に
介護福祉士の資格を取得しました。

　今年で丸8年になるのですが、利用者の
方の笑顔を見たときやお礼の言葉をもらっ
たときにやっていてよかったと思います。
　体力では若い方に負けますが、高齢者
の方と年齢が近いため話が合いますね。
　私の場合、前職が自動車販売会社の
営業だったため、コミュニケーションをとるこ
とに抵抗がありませんでした。福祉の仕事
に就いたことのない人でも、人と話すことが
好きならば大丈夫。定年後、家で過ごして
いる男性、ぜひ一緒に働きましょう。

福井 久一さん（６７歳） 退職後のセカンドキャリア

【勤め先】コアエンジェル（有料老人ホーム）
【資格】ホームヘルパー２級（現介護職員初任者研修）、介護福祉士
【仕事内容】高齢者の介護全般

【勤め先】障害者支援施設蔵王の杜
【資格】介護福祉士、社会福祉士、知的障害福祉専門員　
【仕事内容】障害者の介護全般
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介
護
の
仕
事
は
、人
の
生
活
を
支
え
る
仕
事

で
す
。利
用
者
の
方
の
状
況
に
応
じ
て
、

仕
事
内
容
や
働
き
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。そ
の
た

め
、退
職
後
の
人
生
経
験
豊
か
な
中
高
年
齢
層

や
子
ど
も
を
持
つ
母
親
の
職
場
と
し
て
、介
護
の

仕
事
が
、今
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
資
格
が
な
い
と
だ
め
な
の
で
は
」「
経
験
が
な

い
か
ら
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
、介
護
職
を

あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
。日
々
の
生
活
で
身
に
つ

け
た
生
活
力
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
あ
れ

ば
、だ
れ
で
も
介
護
の
世
界
に
入
れ
ま
す
。

　
人
の
生
活
を
支
え
、人
か
ら
元
気
を
も
ら
う
介

護
の
仕
事
に
、あ
な
た
も
携
わって
み
ま
せ
ん
か
。

　介護の仕事とは、利用者の日常生活に必要な援助を行うのが主な仕事です。施設の中であれば「介
護職員」、利用者の自宅で介護を行う人は「ホームヘルパー」などと呼ばれています。

　介護の仕事は、資格がなくてもできるものもあります。しかし、利用者の方に寄り添い介護を行う
には、専門の知識が必要です。ここでは代表的な介護の資格をご紹介します。

▪主な職種
◦介護職員
　高齢者や障害者の食事や入浴、排泄、着替え、移動など生活の全般　
　に渡り必要な援助を行います。
　【主な職場】特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、障害者支援施
　設、デイサービスセンターなど
◦ホームヘルパー
　利用者の家庭に訪問し、介護や家事の援助を行います。
　【主な職場】訪問介護事業所、障害福祉サービス事業所など　

▪介護職員初任者研修
　介護を行う上で、介護者に最低限必要な知識や技術のほか、それを行う際の考え方を習得できる
研修です。「ホームヘルパー２級課程」に代わる研修で、介護の入門ともいえる資格です。

▪介護職員実務者研修
　現在介護の仕事をしている人、また、これから介護職になろうとする人が、幅広く知識・技術を習得
できる研修です。「ホームヘルパー１級課程」や「介護職員基礎研修」に代わる研修です。

▪介護福祉士
　身体や精神の障害により日常生活に支障がある方の入浴、排泄、食事など生活上必要な介護を行
い、またその方やその介護者に対して介護に関する指導を行う専門職の国家資格です。介護職を代
表する資格として、社会的評価が高まっており、求人においても介護福祉士資格を希望する場合が増
えています。

介護の仕事って？

介護の資格　あれこれ
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  「たっぷく」って？～田原福祉専門学校で学ぶ福祉～

 

　「たっぷく」は、田原福祉専門学校の愛称で、日本で唯一の市立
の介護福祉士養成校です。平成８年に開校し、1,1００人を超える卒
業生が、福祉施設などで活躍しています。「たっぷく」には、介護福
祉士国家試験の受験資格を得られる学科があるほか、福祉の職場
で働く方への研修を開講しています。
　また、福祉入門講座のオープンカレッジ、公開講座の開催や

「たっぷく祭（学園祭）」を通じて、地域に開かれた学校を目指して
います。「たっぷく」は、福祉に関心のある方ならどなたでも学べる
学校です。

■「たっぷく」のカリキュラム
▪介護福祉学科（介護福祉士国家試験の受験資格）
　公立のメリットを生かした地域活動や福祉文化活動を通じて、地域に貢献で
きる人間性豊かな介護福祉士を養成しています。２年間で50日前後の実習を
行い、知識に加えて判断力や実践力を高めます。

【期間】2年（昼間課程）
【学費】2年間で約135万円（入学金、授業料、実習費、教科書代など）
※東三河および本市の姉妹・友好都市に在住する方は入学金の減免制度あり

【定員】１学年40名
☆入学を希望する方、「たっぷく」のことを知りたい方は、ぜひオープン
キャンパスにご参加ください。

▪介護職員初任者研修（従来のホームヘルパー２級資格に代わる資格）
　在宅や施設で介護に携わる上で必要な基本的知識や技術の習得をします。

【期間】５月～９月の金曜日（夜間）、土曜日・日曜日（昼間）※おおむね隔週
【受講料】40,000円※市民または市内で介護業務従事の方は、10,000円（平成28年度）

▪介護福祉士実務者研修（通信教育課程）　
　主に福祉の職場で働いている方が、介護福祉士受験資格を得るために、平成28年度から新たに始まっ
たコースです。

【期間】6カ月（すでに個人で所持されている資格などにより、受講期間や受講
料が異なる）

【受講料】42,766円～132,486円
例）無資格者･･･受講時間462時間、受講料132,486円
例）介護職員初任者研修修了者･･･受講時間332時間、受講料112,486円
☆年２回開講します。次回募集は10月です。
※詳しくは、ホームページをご覧ください。
▶田原福祉専門学校　☎22-3939 22-7340 　
   senmon@city.tahara.aichi.jp http://www.tchs.ac.jp/

1004058
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◦対象　※所得制限があります。

・母子家庭（父に重度の障害がある家庭を含む）で18歳以下（18歳に達した
日の属する年度の末日まで。以下同じ）の児童を養育する母および児童

・父子家庭（母に重度の障害がある家庭を含む）で18歳以下の児童を養育す
る父および児童

・父母のいない18歳以下の児童
◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。
◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、戸籍謄本（写しでも可）、転入者の場合は所得証明書

◦対象
中学３年生（満15歳に達した最初の３月31日）まで
※小学生以上の障害者医療・母子家庭等医療を受けている方を除く

◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。

◦申請に必要なもの
保険証（加入手続き中のときは証明書）、印鑑

田原市では、市民の皆さんが医療機関にかかるときの費用の負担を軽くし
て、安心して医療サービスを受けていただけるよう、さまざまな助成制度
を設けています。詳しくはお問い合わせください。

◉保険年金課　医療係 　　☎23‐3514
国保年金係 ☎23‐2149

　子ども医療費助成

　母子家庭等医療費助成

医療費の助成制度

◦対象
後期高齢者医療に加入している方で以下に該当する方
・障害者医療の受給資格者
・一人暮らしの方（市町村民税非課税または免除されている方）など

◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。

◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、それぞれの手帳など

　後期高齢者福祉医療費助成

※
８
月
１
日
か
ら
印
刷
は
緑
色

田原市では、平成20年度
から子ども医療費が中学
卒業まで無料となってい
ます。（それまでは小学校
入学前まで）

見 
本

見 

本

見 

本
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医療費の助成制度

◦対象
・１～３級の身体障害者手帳所持者（腎臓機能障害は４級、進行性筋萎縮症は

４～６級の方）
・Ａ・Ｂ判定の療育手帳所持者
・自閉症状群と診断されている方
◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。
◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、それぞれの手帳（自閉症状群については、自閉症の診療経験が
ある医師の発行する診断書）

◦対象
①精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちでない方で、次のいずれかに
　該当する方
・精神障害と診断され、自立支援医療（精神通院）を受けている方
・精神障害と診断され、入院している方（措置入院の方は除く）
②精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちの方
◦内容
①医療保険における精神障害治療に必要な通院医療費の自己負担額全額と　

入院医療費の自己負担額の半額を助成します。
②医療保険における自己負担額の全額を助成します。
◦申請に必要なもの
①【通院】 保険証、印鑑、自立支援医療受給者証  ※受給者証は通院のみ発行します。
　【入院】 保険証、印鑑、診断書、入院時の領収書・通帳など振込先のわかるもの
②精神障害者保健福祉手帳、保険証、印鑑、領収書、通帳など振込先のわかるもの

◦対象
国民健康保険に加入している70歳以上の方
※70歳の誕生日の翌月（１日生まれの方は誕生月）からが対象となります。
◦内容
医療を受けたとき、自己負担額が以下のとおりとなります。

【昭和19年4月1日以前生まれの方】１割（現役並みに所得がある方は３割）
【昭和19年4月2日以降生まれの方】２割（現役並みに所得がある方は３割）
◦発行について
該当の方へ70歳の誕生日の月末に郵送します。（１日生まれの方は前月末）

◉国民健康保険高齢受給者証をお持ちの方には、７月29日（金）までに新しい
受給者証を郵送します。

◉有効期限が平成28年７月31日の母子家庭等医療費受給者証・障害者医療費
受給者証・後期高齢者福祉医療費受給者証をお持ちの方で更新申請がお済
みでない方は、更新手続きが必要です。対象になると思われる方で、通知が
届かない場合はお問い合わせください。

　 　 　 ▼保険年金課☎23‐3514

　国民健康保険　高齢者医療費給付

　障害者医療費助成

　精神障害者医療費助成

医療費受給者証の更新をお忘れなく

※
８
月
１
日
か
ら
用
紙
は
白
色

田原市では、平成26年4月から精神障
害者保健福祉手帳1・2級所持者の医
療保険における全疾患の自己負担額
全額を助成しています。

見 

本

見 
本

見 

本
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歳入予算額 収入済額 歳出予算額 支出済額

102.0％（収入率） 173.6億円（予算現額）

106.7％

78.2％

109.8％

84.3％

100.0％

0.0％

99.8％

98.4％

97.7％

32.1億円

28.1億円

19.5億円

19.4億円

16.2億円

12.5億円

7.2億円

7.1億円

8.2億円

歳入予算
323億9,606万円

収入済額
309億4,408万円
（95.5％）

その他
（財産収入や諸収入など）

使用料及び手数料
（市営住宅家賃など）

市債
（新たな市の借金）

繰入金
（貯金の取り崩し）

繰越金
（去年余ったお金）

地方譲与税等
（地方消費税などがもとになった国からの交付金）

県支出金
（子ども医療費の補助金など）

国庫支出金
（道路や公園を作るための補助金など）

地方交付税
（所得税や法人税などがもとになった国からの交付金）

市税
（市民税・固定資産税など）

86.2％（執行率） 84.6億円（予算現額）

72.2％

85.5％

78.7％

99.8％

91.3％

75.9％

70.6％

63.5％

94.6％

39.1％

41.8億円

40.8億円

37.0億円

32.9億円

29.0億円

24.7億円

20.7億円

9.5億円

2.4億円

0.8億円

歳出予算
323億9,606万円

支出済額
268億2,046万円
（82.8％）

議会費
（議会の運営費など）

その他
（労働費や災害復旧費など）

商工費
（商業や観光の振興、企業誘致など）

消防費
（消防活動や救急活動など）

衛生費
（予防接種やごみ処理など）

農林水産業費
（農業、畜産業、水産業の振興など）

公債費
（借金の返済）

総務費
（コミュニティ支援や国際交流など）

教育費
（小中学校運営や生涯学習など）

土木費
（道路や公園の整備など）

民生費
（高齢者や障害者支援、保育園の運営など）

　田原市では、市の家計簿である財政の状況を、上半期と下半期に分けて、年２回公表しています。今回は平成28
年3月31日現在の予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金額は表示単位を四捨五入しているため、合
計額などが合わない場合があります。▶財政課☎２７‐８６０１

■市債（借入金）の残高 ■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など 348 万 3,619㎡

建物 市役所・学校など 40 万 1,387㎡

基金 財政調整基金など 164 億 5,332 万円

出資による権利 （公財）崋山会など ４億 4,920 万円

一般会計
201億5,564万円

特別会計
103億2,763万円

教育債
27億8,861万円

土木債 28億2,545万円

その他（衛生債・民生債・農林水産業債など）
10億9,406万円

公共下水道事業特別会計
74億4,840万円

農業集落排水事業特別会計
28億7,923万円

総額●304億8,327万円 臨時財政対策債
75億7,845万円

減収補てん債
24億円4,440万円

減税補てん債 8億1,624万円
消防債 8億5,971万円

公営住宅債 11億1,003万円

総務債 6億3,869万円

歳出
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歳入予算額 収入済額 歳出予算額 支出済額

102.0％（収入率） 173.6億円（予算現額）

106.7％

78.2％

109.8％

84.3％

100.0％

0.0％

99.8％

98.4％

97.7％

32.1億円

28.1億円

19.5億円

19.4億円

16.2億円

12.5億円

7.2億円

7.1億円

8.2億円

歳入予算
323億9,606万円

収入済額
309億4,408万円
（95.5％）

その他
（財産収入や諸収入など）

使用料及び手数料
（市営住宅家賃など）

市債
（新たな市の借金）

繰入金
（貯金の取り崩し）

繰越金
（去年余ったお金）

地方譲与税等
（地方消費税などがもとになった国からの交付金）

県支出金
（子ども医療費の補助金など）

国庫支出金
（道路や公園を作るための補助金など）

地方交付税
（所得税や法人税などがもとになった国からの交付金）

市税
（市民税・固定資産税など）

86.2％（執行率） 84.6億円（予算現額）

72.2％

85.5％

78.7％

99.8％

91.3％

75.9％

70.6％

63.5％

94.6％

39.1％

41.8億円

40.8億円

37.0億円

32.9億円

29.0億円

24.7億円

20.7億円

9.5億円

2.4億円

0.8億円

歳出予算
323億9,606万円

支出済額
268億2,046万円
（82.8％）

議会費
（議会の運営費など）

その他
（労働費や災害復旧費など）

商工費
（商業や観光の振興、企業誘致など）

消防費
（消防活動や救急活動など）

衛生費
（予防接種やごみ処理など）

農林水産業費
（農業、畜産業、水産業の振興など）

公債費
（借金の返済）

総務費
（コミュニティ支援や国際交流など）

教育費
（小中学校運営や生涯学習など）

土木費
（道路や公園の整備など）

民生費
（高齢者や障害者支援、保育園の運営など）

市の家計簿を公表します
■一般会計　予算額　323億9,606万円

平成27年度
下 半 期

会計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険特別会計 92 億 3,160 万円 83 億 7,528 万円 90.7％ 85 億 8,075 万円 92.9％
公共下水道事業特別会計 19 億 2,963 万円 15 億 8,678 万円 82.2％ 16 億 9,729 万円 88.0％
農業集落排水事業特別会計 10 億 6,982 万円 8 億 4,906 万円 79.4％ 7 億 5,532 万円 70.6％
田原福祉専門学校特別会計 １億 2,832 万円 4,000 万円 31.2％ 1 億 1,472 万円 89.4％
介護保険特別会計 49 億 8,719 万円 45 億 8,620 万円 92.0％ 41 億 2,955 万円 82.8％
後期高齢者医療特別会計 7 億 1,827 万円 6 億 5,097 万円 90.6％ 6 億 3,667 万円 88.6％

計 180 億 6,482 万円 160 億 8,827 万円 89.1％ 159 億 1,429 万円 88.1％

予算区分 収入予算額 収入率 支出予算額 執行率
収益的収支 14 億 3,480 万円 97.0％ 13 億 8,678 万円 93.0％
資本的収支 4,332 万円 78.4％ 5 億 8,689 万円 61.9％

■特別会計

■水道事業会計

歳入
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平
成
28
年
度
都
市
景
観
大
賞
の

「
景
観
ま
ち
づ
く
り
活
動
・
教

育
部
門
」で
、清
田
・
福
江
校
区
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
の『
景
観
ま
ち

づ
く
り　
街
の
み
ん
な
で
お
も
て
な

し「
福
江
＊
つ
る
し
飾
り
ロ
ー
ド
」』

が
大
賞（
国
土
交
通
大
臣
賞
）を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
「
福
江
＊
つ
る
し
飾
り
ロ
ー
ド
」

（
２
月
～
３
月
に
実
施
）と
は
、菜
の

花
と
河
津
桜
が
咲
く
免め

め

だ
々
田
川
沿
い

か
ら
続
く
福
江
地
区
の
店
舗
や
民
家

の
軒
先
な
ど
に
、地
域
の
子
ど
も
た

ち
が
手
作
り
し
た
つ
る
し
飾
り
や
一

輪
挿
し
、の
れ
ん
な
ど
を
飾
り
、街
な

か
へ
観
光
客
な
ど
を
誘
導
す
る
こ
と

で
、に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
よ
う
と
い

う
取
り
組
み
で
す
。

　

同
協
議
会
の
宮
川
敏
彦
会
長
は

山
下
市
長
に「
こ
れ
か
ら
も
多
く
の

方
々
に
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、子
ど
も
た
ち
が
地
域

に
愛
着
が
持
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」と
、今
後
の
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課
☎
23‐３
５
３
５

❖お楽しみイベント
知っているようで、知らないことの多い「渥美線」や「路
線バス」のことを学んでみませんか？　

対象：小学生と保護者
申込：街づくり推進課まで参加者全員の住所、氏名、年齢、
電話番号を電話・ＦＡＸにて

❖「豊鉄バス」の小学生運賃が50円に！！

夏休み期間に合わせ、小学生は1乗車50円で路線
バス（豊鉄バス）をご利用できます。この機会にお子
さんと一緒にバスに乗って、す
てきな夏休みの思い出づくり
に出かけてみませんか？

上記期間内で「田原市コミュニティバス」に乗車され
た小学生には、プレゼントを進呈（先着順）します。

▶街づくり推進課（田原市地域公共交通会議事務局）　
☎27‐8603　 22‐3811
▶豊鉄バス㈱　☎（0532）44‐8418

「目指せ！渥美線博士」「目指せ！バス博士」

内容 渥美線の乗り方や歴史の
学習、整備工場の見学など

バスとの綱引き、洗車体
験、整備工場の見学など

日時 7月30日（土）
9：30～12：10

8月6日（土）
10：00～12：00

集合・
解散 三河田原駅 田原市役所

場所 豊橋鉄道渥美線
高師車庫

豊橋バス㈱
植田車庫

定員 30名程度 35名程度

申込
期限 7月19日（火）（必着） 7月25日（月）（必着）

「
福
江
＊
つ
る
し
飾
り
ロ
ー
ド
」
が

都
市
景
観
大
賞
を
受
賞

夏休みに身近な鉄道・バスを知ろう！乗ろう!				           

実施期間 7月16日（土）～8月31日（水）

乗車方法

乗車時に整理券を取り、降車時に小学生で
あることを運転手に伝え、整理券と一緒に
小学生1人あたり50円を運賃箱に入れて
ください。

対象路線 豊鉄バス全路線　※高速バスを除く

1004156

1004157 1004158

◦大賞受賞を市長に報告した関係者の皆さん
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※市外のイベントについては、広報ひがしみかわ7月号をご覧ください。

　海フェスタは、「海の恩恵に感謝し、海洋国日本の繁栄を願う日」という「海の日」本来の意義を再確認し、海に対する関心を
持つことを目的として、毎年、海にゆかりのある自治体で開催されています。平成28年度は三河港周辺の東三河8市町村で
開催するものです。

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）の
研
修
員
が
田
原
市
の

農
業
を
学
ぶ
た
め
に
本
市
を
訪
れ
ま
し

た
。

　
５
月
13
日
に「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
農

業
灌か
ん
が
い漑
牧
畜
省
組
織
体
制
強
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」コ
ー
ス
の
研
修
員
な
ど
18
名
が
田

原
市
の
農
業
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し

た
。研
修
で
は
豊
川
用
水
が
も
た
ら
し
た

農
業
の
発
展
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ
か
、露

地
野
菜
、施
設
園
芸
農
家
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。

　
研
修
員
の
一
人
、ハ
ニ
フ
さ
ん
は「
帰
国

後
、田
原
市
で
得
た
知
識
を
生
か
し
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
灌
漑
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、５
月
18
日
に
は
、「
エ
ジ
プ
ト
国

小
規
模
農
家
の
市
場
志
向
型
農
業
改
善
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」コ
ー
ス
の
研
修
員
11
名
が

本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

研
修
員
は
市
役
所
で「
た
は
ら
21
新
農

業
プ
ラ
ン
」の
策
定
プ
ロ
セ
ス
や
内
容・実

施
体
制
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
後
、農

協
の
関
連
施
設
を
見
学
し
、組
織・管
理
体

制
や
農
作
物
の
生
産
か
ら
販
売
活
動
ま
で

の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　
田
原
市
で
の
研
修
が
実
り
あ
る
も
の
と

な
り
、母
国
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
広
報
秘
書
課
☎
22‐０
１
３
８

▼
農
政
課
☎
23‐３
５
１
７

◦農家見学の様子

●海フェスタ東三河　田原市エリアイベント※事前申込不要・参加費無料　

7月16日土～31日日

◦トムポート見学の様子

イベント名 日　時 場　所 内　容

ロボットによる
海の生き物教室

7月18日（月・祝）
11：00～11：45（海洋楽教室　一部）
13：00～13：30（スナメリに乗れるかも！？）
14：30～15：15（海洋楽教室　二部） 

サンテパルクたはら
海洋楽研究所　林正道氏によるロボッ
トを使った海の生き物教室
▶企業立地推進室☎23-3549

伊勢湾海上
交通センター
一般公開

7月24日（日）10：00～15：00
（受付：14：30まで） 伊勢湾海上交通センター

レーダー映像の見学を始め、写真の展
示、ビデオによる業務紹介など
▶伊勢湾海上交通センター☎34-2700

親子で魚と
一緒に泳ごう 7月24日（日）13：00～　 ココナッツビーチ伊良湖

立て干し網で囲った中で魚たちといっ
しょに遊ぼう！
▶渥美半島観光ビューロー☎23-3516

ココ夏レース！
ビーチ杯

①7月30日（土）10：00～　
②7月31日（日）10：00～　
③8月6日（土）10：00～　

①ココナッツビーチ伊良湖
②仁崎海水浴場
③白谷海水浴場

ビーチで障害物競走を行います。優勝
者には豪華景品贈呈
▶渥美半島観光ビューロー☎23-3516

田
原
市
の
農
業
を
学
ぶ

Ｊジ
ャ
イ
カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
が
市
内
で
研
修
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たはらエコフェスタ同時開催

第4回きらり☆宝市

▪取り扱うもの
田原市のご家庭から出たもので、ご自身で搬入できるものが対象です。提供して
いただく品数に制限はありませんが、お持ち帰りできる数は１人につき３点程度
とします。
①衣類　②おもちゃ　③ホビー用品　④生活雑貨　⑤育児用品　⑥小型家具
※取り扱いできないもの　食料品、化粧品類、学生服、危険物（刃物・薬品など）、
家電品、大型家具（１人で持ち運びができないもの）、汚れや破損の激しいもの
▪事前持ち込み
イベント当日に不用品の持ち込みが困難な方は、7 月 19 日（火）から事前持ち込みを受け付けます。市役所執
務時間中に廃棄物対策課（南庁舎２階）へお持ちください。
▪その他

たはら
エコ
フェスタ
たはらエコ・ガーデンシティ構想の普及啓発を図るため、市民活動団体や事業者の皆さんとの協働

によるエコイベント「たはらエコフェスタ２０１6」を開催します。ご家族やご近所の皆さんとお
誘い合わせの上、ぜひお越しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　▶環境政策課☎23-3541

テーマ　エコ・食・農・健康　～暮らしの中のエコ～
日　時　8月7日日　10：00～15：30
場　所　田原文化会館一帯
内　容　親子で楽しむ体験型エコ教室、環境クイズ
ラリー、第4回きらり☆宝市（不用品リユースイベン
ト）、燃料電池自動車MIRAIの展示、エコ探し、打ち水
体験など

2016

打ち水体験
打ち水とは、道路や庭
先などに水をまくことで
す。水が蒸発するときに
熱を奪うことで、気温を
下げることができます。

このイベントは、たはら健康マイレージの対象です。

皆さんのご家庭に“まだ使えるけど使わないもの”は眠っていませんか？
きらり☆宝市は、そうした品物をお譲りいただき、希望する方に無料で提供す
るイベントです。お譲りできる品物を、ぜひ当日会場にお持ちください。

▶廃棄物対策課☎23-3538

8月7日日　田原文化会館　多目的ホール
12：00～15：00（なくなり次第終了）

（提供品受付：10：00～12：00）

▪リユース自転車抽選会
資源化センターに持ち込まれた自
転車を抽選でお譲りします。（大人
用４台、子ども用２台を予定）
※きらり☆宝市へ品物を提供された
方は、抽選券を３枚配布します。

▪使用済み天ぷら油の回収
植物性の廃食用油を廃油せっけん
と交換します。（先着50名）
※廃食用油は、ペットボト
ルなど密封できる容器に入
れてお持ちください。

▪小型家電の回収
使用済み小型家電（携
帯電話・パソコン・デジ
カメなど）をエコバッ
グと交換します。（先着
50名）

1004152

1004153
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●みんな注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

金子 銅七ちゃん
あかな

2歳
江比間町

花井 綾音ちゃん
あやね

2歳
光崎

鴨川 瑶平くん
ようへ い

1歳
大久保町

　6月3日（金）、衣笠小学校で「人権の花」はじめ式を開催しました。
　「人権の花」とは、主に小学生を対象として全国で実施している人権啓発運動の一つで
す。この運動は、児童たちが協力して花を育てることによって生命の尊さを実感し、その中
で豊かな心を育み、優しさと思いやりの心を学んでもらうことを目的としています。
　衣笠小学校では、ケイトウの苗を児童が一人一鉢
育てていくことにしました。みんなで水やりなどの
世話をして、育てた花は家族や地域の方々へ贈る
そうです。大きな花や小さな花、背の高い花や低い
花、早く咲く花やゆっくり咲く花、いろいろな花が咲
くことでしょう。児童たちが育てていくのは、ケイト
ウの花だけではありません。みんなの心にまいた、
お互いの人権を大切に
するための｢種｣を育て
ていくのです。
　児童たちが今後、花の
栽培を通じて命を大切に
する心や、相手を思いや
る気持ちなどを育んで
いってくれることを願い
ます。

「人権の花」はじめました。

豊橋人権擁護
委員協議会
田原地区委員会

［投稿者］

▲苗を植える児童（上）と衣笠小の全校児童（下）

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

　家庭菜園で育てているキュウリから、葉っぱが生えているの
を発見！！珍しいと思ったので、みんなに見てもらいたくて投稿
しました。見つけたときは、とてもびっくりしたよ！

【田原農業改良普及課さんに聞きました】
　これは珍しいですね！ツルに近い方であれば、キュウリの実か
ら葉っぱが生えているのも、たまに見かけることはありますが、
先端近くから葉っぱが出てくるのは見たことがありません。
　すごい発見をしたと思いますよ！

発見！！キュウリから葉っぱがニョキ！

▲葉っぱが生えたキュウリ

　6月5日（日）、田原文化会館にて「歯の健
康フェスティバル」を開催しました。
 歯の健康について、考えるきっかけになる
ようにと実施したこのイベントでは、歯科健
診をはじめ、乳幼児へのフッ素塗布や入れ
歯クリーニングなどを行いました。
　中でも、市内の歯科衛生士で結成した「む
しバスターズ」による劇は、子どもたちに大
人気！！歯磨きの大切さを楽しく学ぶ良い機
会となりました。
　皆さんも、80歳で20本以上自分の歯を
保てるように、毎日のケアをしっかり行いま
しょう。　

楽しみながら学ぶ！歯の健康フェスティバルを開催！

田原市
歯科医師会

［投稿者］

▼

▲会場の様子

質問 本格的な夏、到来！この夏、したいことは？

全日本サーフィン大
会に出

場したい！

ゆうやくん

学校のみんなと一緒
に緑が

浜でバーベキューした
いな！

  眞弓さん　　　　井上さん
自動車の免許をとって市内の観光スポットを巡りたい！

玉城さん

街角
インタビュー ちょっと

教えて！

小中山町

小川泰寿くん

［投稿者］

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入のう
え、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　
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市
民
活
動
だ
よ
り

地
域
の
話
題

市民の
チカラ

地域の
チカラ

　

衣
笠
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
、

「
豊
か
な
緑
、住
み
よ
い
環
境
、み
ん
な
で

人
づ
く
り
」を
地
域
の
将
来
像
と
し
て
、さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の

中
か
ら
、里
山
の
豊
か
な
自
然
を
活
か
し

た
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
衣
笠
自
然
歩
道
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会

　

毎
年
、11
月
末
の
紅
葉
の
季
節
に
ハ
イ

キ
ン
グ
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。大
会
は

市
内
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
１
つ
、衣

笠
山
展
望
台
コ
ー
ス［
滝
頭
公
園
↓
藤
七

原
湿
原
→
火
打
石
洞
→
衣
笠
山
→
仁
崎
峠

→
滝
頭
山
→
滝
頭
公
園
］を
利
用
し
ま
す
。

　
コ
ー
ス
で
は
地
区
自
治
会
の
役
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
た

ち
が
、参
加

者
が
安
心

し
て
自
然

を
楽
し
み

な
が
ら
、そ

れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で

ハ
イ
キ
ン

グ
で
き
る

よ
う
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。ゴ
ー
ル
し
た

時
に
は
暖
か
い
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、寒

さ
と
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

　

幅
広
い
世
代
が
一
緒
に
参
加
で
き
、交

流
し
な
が
ら
衣
笠
校
区
の
豊
か
な
自
然
環

境
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▪
ハ
イ
キ
ン
グ
の
普
及
促
進

　
ハ
イ
キ
ン

グ
大
会
の
行

わ
れ
る
コ
ー

ス
の
ほ
か
に

も
、稲
荷
山

か
ら
藤
尾
山

な
ど
の
コ
ー

ス
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き

ま
す
。衣
笠

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、ハ
イ

キ
ン
グ
を
推
奨
し
て
お
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
た
ち
の
協
力
に
よ
り
コ
ー
ス
の
整

備
や
、自
生
植
物
の
保
護
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

衣
笠
校
区
の
里
山
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し

て
、健
康
づ
く
り
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の

機
会
に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

市
民
提
案
型
委
託
制
度

市
の
事
業
を
受
託
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
由
な
ア
イ
デ
ア
で
市
の
事
業
を
担
っ

て
み
た
い
方
に
！

　

市
民
提
案
型
委
託
制
度（
自
由
テ
ー
マ

型
）は
、市
が
取
り
組
む
べ
き
事
業
に
つ
い

て
市
民
活
動
団
体
か
ら
提
案
し
て
い
た
だ

き
、団
体
と
市
が

委
託
契
約
を
結
ん

で
事
業
実
施
す
る

も
の
で
す
。今
回

は
、市
民
活
動
団

体
が
自
由
な
発
想

で
考
え
る
事
業
を

募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】７
月
15
日（
金
）～
８
月
31
日

　
（
水
）午
後
５
時
ま
で　
※
必
着

【
対
象
事
業
】市
の
施
策
が
推
進
さ
れ
る
事

業
で
、平
成
30
年
２
月
末
ま
で
に
完
了

す
る
事
業　
※
例
え
ば
…
ツ
イ
ッ
タ
ー

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
活
用
講
座
の
企

画
・
開
催
、福
祉
・
介
護
・
教
育
・
就
業
に

関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
解
決
な
ど
の
人

材
育
成
事
業
、こ
の
ほ
か
に
も
自
由
に

ご
提
案
く
だ
さ
い
。

【
対
象
団
体
】主
に
市
内
で
公
益
活
動
を
行

う
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
団
体

【
審
査
方
法
】書
類
審
査
、団
体
か
ら
市
役

所
関
係
部
署
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
審
査
会

【
応
募
方
法
】企
画
課
で
配
布
す
る
提
案

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、直
接

ま
た
は
郵
送
で
提
出
。提
案
用
紙
は
市

Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可（

１
０
０
４
１
２
６
）

▼
企
画
課

☎
23-

３
５
０
７

23-

０
６
６
９

kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

衣
笠

▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

○スケジュール
１．募集期間（～８月３１日）

２．審査会（９月中旬）

３．個別協議・調整（９月下旬）

４．事業化の決定（平成２９年３月）

５．予算措置（平成２９年度予算）

６．契約締結（平成２９年４月～）

７．事業実施（～平成３０年２月末）

８．完了報告書の提出

９．委託料の支払い

◦ハイキング大会の様子

◦衣笠山山頂からの景色
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　田原東部小学校では、登下校時や学校行事などで、
地域の方々に大変お世話になっています。キッズパト
ロール隊の皆さんは、約10年前から毎日、児童の登校
時や下校時の安全を見守っており、今年は27名の方
が協力してくれています。学年末には、「キッズ感謝の
会」を行っています。隊員の方々を学校へお招きし、児
童会代表から感謝状を渡して「ありがとう」の気持ち
を伝えています。　
　また、春の遠足では、１・２年生が学校林と里山公園
へ出かけます。毎年、地域の方々が事前に公園の掃除
をし、魚などを池に入れておいてくれます。当日は、道
案内や子どもの遊ぶ様子を見守ったり、タケノコを一
緒に掘ったりと、活動を支えてくれています。　
　こうした方々のおかげで、本校の児童がすくすくと
育ち、学校と地域が一体となった教育活動が進められ
ています。

　福江中学校では、地元を愛する心を育てるために、地域
をより良くする活動に参加しています。その一環として、
地域で行われる免々田川菜の花・桜まつりに訪れる観光
客をおもてなしする「渥美半島＊福江つるし飾りロード」
の活動に参加しました。 福江中ボランティアクラブ「ド
リームの会」の生徒約100名が、地域の店舗に飾る「つる
し飾り」を制作しました。渥美半島の名物であるキャベツ
や貝、メロンなどをかたどった楽しいつるし飾りができ
あがり、観光客の目を楽しませました。
　また、総合的な学習の時間に「地域活性化プラン」を考
えた２年生が、まちのお薦めを紹介する「おもてなしマッ
プ」を作成しました。中学生お気に入りのお店や飲食店が
載った楽しいマップができあがり、道の駅や図書館など
市内の各施設で配布しました。春には多くの観光客が地
域を訪れ、まちがにぎわいました。福江中学校では、「私た
ちの力で地域の未来を創

つく
ろう」を合い言葉に、地域をより

魅力的にする活動に地域の方々と協力して積極的に取り
組んでいきます。

◦子どもたちの質問に答えてくれる地域の方

◦感謝状を受けとる隊員の皆さん

◦「おもてなしマップ」を作成

「地域に支えられて」
地域の方々に感謝！ 田原東部小学校

「地域活性化活動」
私たちの力で地域の未来を創

つ く

ろう 福江中学校

◦「つるし飾り」づくり

広報たはら  平成28年7月│    │17



　第56回田原凧まつりが開催され、はな
のき広場周辺でけんか凧合戦が行われま
した。参加者の巧みな糸さばきで勝敗が
が決まると、観客の拍手と歓声で会場は
大いに盛り上がっていました。

手に汗握る
白熱の空中戦

5/22
［日］

【写真上段左から】伊藤衣
い さ と

里さん（野田小4年）、吉原彩
い ろ は

葉さん（同5年）、河辺ひ
なたさん（同5年）、片山せりなさん（中部小5年）、松井心

こ こ な

愛さん（神戸小４年）、
河合華

は る

琉さん（同5年）、渡辺杏
あ ん な

和さん（高松小5年）、大河礼
れ い な

奈さん（東部小6
年）、河辺美

み は や

颯さん（同6年）　※河辺美颯さんは第17回全国小学生ＡＢＣバドミン
トン大会（埼玉県久喜市ほか、［8/15～17］）にも出場

【写真下段左から】森下虎
と あ

愛くん（六連小2年）、大谷健
け ん と

人くん（童浦小4年）、山
田俊

しゅんすけ

輔くん（赤羽根小5年）、高橋秋
し ゅ う や

夜くん（東部小6年）、片山結
ゆ う た

太くん（中部小
1年）、片山太

た い ち

智くん（同5年）、清田駿
しゅんいちろう

一郎くん（同6年）、片山温
は る と

斗くん（同6年）

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
す
る
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▪
第
32
回
若
葉
カ
ッ
プ
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会（
京
都
府
長
岡
京
市［
7
／
29
～
8
／
1
］）

◎
Ｔテ

ィ
ー

‐
Ｊジ

ャ

ン

プ

ｕ
ｍ
ｐ　

Ｊジ
ュ
ニ
ア
ｒ
．

　ヒマワリとコスモスの種まきが和地町の国道42号沿
いの畑で行われました。この取り組みは、和地地区コミュニ
ティ協議会が「常に花のある地域づくり」のため毎年行っ
ているもので、伊良湖岬小の６年生31名も参加しました。
同協議会では、10月～3月にも菜の花を植えており、四季
折々の花で多くの人の目を楽しませています。

花のある地域へ
願いをこめて

6/10
［金］

▲真剣なまなざしで凧を操る参加者の皆さん

▲2つの花による彩りの競演が楽しみですね
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～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　愛のココナッツ・メッセージ「やしの実投
流」が沖縄県石垣島沖で行われました。「名も
知らぬ遠き島」を石垣島に見立て、昭和63年
から始まったこの取り組み。参加した30名は、
船上から91個のやしの実を「恋路ヶ浜へ届
け」と願いを込めて海に投げ入れました。

願いは黒潮に乗って
届け！恋路ヶ浜へ

6/8
［水］

　海の恩恵に感謝し・・・ということから
祝日となった海の日（今年は７月１８日）。 
　海といえば、子どものころ夏休みにな
ると歩いて蔵王山を越え、片浜や白谷
の海岸に泳ぎによく出かけました。当時
の海水浴場は、海辺の涼を求め、多くの
人々で大にぎわい。わんぱくな子どもた
ちは、我先にと飛び込み台に向かい、ヘ
トヘトになるまで飛び込みや宙返りをし
ていたものです。夏休みの思い出の場
面として、海は欠かせないものである方

も多いのではな
いでしょうか。
　 時 代は変わ
り、市内の海水
浴場は3カ所になりましたが、今も昔も
変わらないのは海がきれいなこと。今年
の水質検査でも、県内屈指の良好な水
質との結果がでています。
　皆さんもこの夏の思い出づくりに、ご
家族や友人とともに、市内の海水浴場
に出かけてみてはいかがでしょうか。

海と夏休み

　交流スポーツ大会が渥美運動公園屋内競技場で開
催され、市内20のコミュニティ協議会から約450名
が参加しました。地域の交流と連帯意識の向上を目
的に行われたこの大会。参加者は男女混合で編成さ
れたチームに分かれ、玉入れなどの競技を通して楽
しみながら地域の団結力を高めました。

地域が一体
交流の輪広がる

6/11
［土］

▲これまでに田原市へは４個のやしの実が流れ着いています

▲ディスクを投げる参加者の皆さん（主催：田原市地域コミュニティ連合会）
【玉入れ】優勝：若戸、準優勝：泉、3位：六連、衣笠
【フライングディスクゴルフ】優勝：衣笠、準優勝：若戸、3位：六連、亀山
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募
集

田
原
福
祉
専
門
学
校

専
任
教
員（「
人
間
と
社
会
」の

領
域
）　 　

 
１
０
０
４
１
５
４

募
集
人
員
：
１
名　
対
象
：
昭

和
42
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち
の
方

※
そ
の
他
、
資
格
・
勤
務
経
験
な

ど
の
要
件
あ
り　
採
用
期
間
：
平

成
29
年
４
月
１
日
～　

申
込
締

切
：
８
月
31
日
（
水
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
人
事
課

☎
23‐７
４
０
４

23‐０
１
８
０

学
校
司
書

１
０
０
４
１
３
７

募
集
人
員
：
１
名　

対
象
：
司

書
、
司
書
補
、
司
書
教
諭
の
う
ち

い
ず
れ
か
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

ま
た
は
８
月

31
日
ま
で
に

取
得
見
込
み

の
方　

採
用

期
間
：
９
月

方　
採
用
期
間
：
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
の
う
ち
６
カ
月
以
内
（
更

新
あ
り
／
勤
務
開
始
時
期
は
応
相

談
）　
賃
金
：
時
給
１
１
６
０
円

そ
の
他
：
登
録
制
度
に
よ
る
臨
時

保
育
士
の
中
途
採
用
あ
り

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23‐３
５
１
３

23‐３
５
４
５

生
涯
学
習
情
報
誌
へ
の
広
告

１
０
０
４
０
８
３

掲
載
場
所
：
生
涯
学
習
情
報
誌

（
平
成
28
年
度
下
半
期
）
の
【
表

紙
】
２
枠
お
よ
び
【
裏
表
紙
】
10

枠
／
発
行
部
数
約
２
万
部　
広
告

の
サ
イ
ズ
お
よ
び
掲
載
料
：【
１

種
広
告
】
縦
４・５
㎝
×
横
８・５

㎝
、
表
紙
１
枠
２
万
５
７
０
円
／

裏
表
紙
１
枠
１
万
５
４
２
０
円
ほ

か
（
２
種
広
告
お
よ
び
割
引
制
度

あ
り
）　
申
込
：
８
月
３
日
（
水
）

ま
で
に
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
署
名
・
押
印
し
た
も
の
に

広
告
原
稿
、
会
社
概
要
な
ど
を
添

付
し
て
直
接
持
参

※
詳
細
は
募
集
要
項
な
ど
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。（
申
込
書
お
よ
び
募

集
要
項
な
ど
は
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日　
報

酬
：
月
額
20
万
円　

申
込
締
切
：

７
月
28
日
（
木
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

文
化
財
課
臨
時
職
員

（
発
掘
調
査
）  

１
０
０
４
１
１
４

勤
務
内
容
／
募
集
人
員
：
①
発
掘

作
業
と
整
理
／
２
名
②
発
掘
作
業

／
６
名　
採
用
期
間
：
①
８
月
22

日
～
９
月
30
日
②
８
月
22
日
～
９

月
16
日　

賃
金
：【
発
掘
作
業
】

時
給
９
５
０
円
【
整
理
】
時
給

８
７
０
円　
申
込
締
切
：
７
月
22

日
（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
文
化
財
課

☎
27‐８
６
０
４

22‐３
８
１
１

臨
時
保
育
士

１
０
０
１
６
４
４

勤
務
形
態
／
募
集
人
員
：
月
～
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
①
午
前
８

時
30
分
～
午
後
４
時
／
若
干
名
②

午
後
３
時
～
６
時
30
分
／
１
名　

対
象
：
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド

１
０
０
３
５
６
９

対
象
：
①
市
内
に
住
所
が
あ
る
個

人
事
業
者
ま
た
は
こ
の
事
業
者
で

組
織
す
る
団
体
②
市
内
に
主
な
事

業
拠
点
が
あ
る
法
人
ま
た
は
団
体

内
容
：
田
原
市
の
地
域
資
源
や
地

域
特
性
を
生
か
し
た
優
れ
た
産
品

を「
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
定
／
認
定
品
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も
活
用　

申
込
：
７
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
／
申
込
用
紙
は
商
工
観

光
課
・
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
・

渥
美
支
所
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市

Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

お
し
ら
せ

※財源確保のため、有料広告として掲載しています。▶広報秘書課☎22‐0138
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イ
ベ
ン
ト

豊
橋・田
原　
産
直・農
業

体
験
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

１
０
０
４
１
１
５

期
日
：
７
月
16
日
（
土
）
～
９
月

22
日
（
木
・
祝
）　

場
所
：
あ
ぐ

り
パ
ー
ク
食
彩
村
、
サ
ン
テ
パ
ル
ク

た
は
ら
、
Ｊ
Ａ
豊
橋
・
Ｊ
Ａ
愛
知

み
な
み
の
販
売
店
な
ど　

内
容
：

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議

事
務
局（
豊
橋
市
農
業
企
画
課
内
）

（
〒
４
４
０‐８
５
０
１　
住
所
不
要
）

☎（
０
５
３
２
）51‐２
４
６
４

サ
ン
バ
伊
良
湖
２
０
１
６

１
０
０
４
１
１
９

日
時
：
７
月
17
日
（
日
）
午
後
０

時
30
分
～
午
後
６
時　
場
所
：
伊

良
湖
港
緑
地
公
園　
内
容
：
サ
ン

バ
ス
テ
ー
ジ
・
パ
レ
ー
ド
、
メ
ロ

ン
な
ど
田
原
市
の
特
産
品
が
当
た

る
ク
イ
ズ
大
会
、
お
菓
子
投
げ
、

ブ
ラ
ジ
ル
料
理
の
屋
台
、
田
原
市

特
産
野
菜
な
ど
の
販
売
、
キ
ャ
ベ

ゾ
ウ
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

た
は
ら
街
な
か
軽
ト
ラ
市

１
０
０
４
１
５
９

日
時
：
７
月
17
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
２
時　
場
所
：
三
河
田

原
駅
前
工
場
跡
地　
内
容
：
田
原

市
最
大
級
の
軽
ト
ラ
市
を
毎
月
第

３
日
曜
日
に
開
催
。
地
元
飲
食
店

や
二
七
の
市
の
出
店
者
を
は
じ
め
、

東
三
河
全
域
か
ら
多
く
の
特
産
品

ブ
ー
ス
が
出
店　

▼
た
は
ら
街
な
か
軽
ト
ラ
市
実
行

抽
選
で
地
元

な
ら
で
は
の

賞
品
が
当
た

る　

賞
品
：

田
原
産
田

原
牛
、
豊
橋
産
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

ペ
ア
食
事
券
な
ど　

応
募
方
法
：

９
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
3
つ
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
た
応
募
用
紙
を
持

参
・
郵
送
に
て　

応
募
用
紙
：
豊

橋
・
田
原
市
役
所
の
ほ
か
、
各
ラ

リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
配
布

委
員
会
（
㈱
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田

原
内
）

☎
24‐２
３
４
５

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

１
０
０
１
１
３
１

日
時
：
７
月
24
日
（
日
）
午
後
２

時
開
演
（
30
分
前
開
場
）　
場
所
：

渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
ほ

か　
内
容
：
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
～
３

人
の
音
楽
家
に
よ
る
響
き
の
共
演

～
／E

イ
ー
ス
ト

A
ST M

ミ

ー

ツ

EETS W

ウ
エ
ス
ト

EST 
w

ウ
ィ
ズ

ith A

ア
イI 

杉
浦
充
（
箏
）、
鈴
木

直
己
（
ピ
ア
ノ
、パ
ー
カ
ッ
シ
ョン
）、

井
川
愛
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
） 

入
場

料：１
０
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

／
当
日
１
２
０
０
円　

チ
ケ
ッ

ト
：
市
内
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
：
７
月
14
日
（
木
）
ま
で
に

生
涯
学
習
課
（
☎
23‐３
６
３
５
）

へ
電
話
に
て
（
先
着
10
名
）

▼
あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
事

務
局
（
森
下
）
☎
32‐３
９
６
３

イベント名（市町村）
場　所 期　日 問い合わせ

炎の祭典（豊橋市）
豊橋球場（豊橋公園内） 9/10 土 炎の祭典実行委員会

☎（0532）53-7211

豊川手筒まつり（豊川市）
豊川市野球場 8/27 土 豊川手筒まつり実行委員会

☎（0533）86-4101

新城納涼花火大会（新城市）
桜淵公園 8/13 土 新城市観光協会

☎（0536）32-0022

蒲郡まつり（蒲郡市）
蒲郡駅前、竹島埠頭周辺 7/30 土・31 日 蒲郡まつり実行委員会

☎（0533）66-1120

星空おんがく祭（東栄町）
東栄町野球場 9/3 土 星空おんがく祭実行委員会事務局

☎（0536）76-0502

奥三河食彩フェスタしたら
（設楽町）旧名倉中学校 7/30 土・31 日 奥三河食彩フェスタしたら実行委

員会事務局☎（0536）62-0991

夏の茶臼山高原まつり（豊根村）
茶臼山高原

7/16 土～
8/31 水

（一財）茶臼山高原協会
☎（0536）87-2345

東三河の観光イベントをご紹介します。（東三河８市町村の広報紙共同企画）

▶愛知県東三河広域観光協議会
　☎（0532）54‐1484　 http://www.honokuni.or.jp/

イベント情報

すごう法律事務所

SUGO  LAW  OFFICE

あいちトリエンナーレ 2016
8月11日㊍・㊗ ～10月23日㊐

テーマ　虹のキャラヴァンサライ　創造する人間の旅
芸術監督　港千尋【写真家・著述家】
主な会場　愛知芸術文化センター、名古屋市美術館ほか
チケット　お得な国際展前売券（普通チケット / フリーパス）
を販売中です。詳細は市ＨＰをご覧ください。
▶あいちトリエンナーレ実行委員会事務局
☎（052）971-6111 1004118

広報たはら  平成28年7月│    │21

おしらせ INFORMATION ※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ／市役所への郵送は【〒441-3492　住所不要】



オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
大
人

の
た
め
の
音
楽
教
室
～
田
原

公
演
～ 　
　

１
０
０
１
１
３
１

日
時
：
７
月
24
日
（
日
）
午
後
3

時
開
演
（
30
分
前
開
場
）　
場
所
：

田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル　

入

場
料
：【
一
般
】
２
３
０
０
円
（
当

日
２
５
０
０
円
）【
小
中
高
生
】

１
０
０
０
円
【
楽
友
協
会
会
員
】

２
０
０
０
円　

チ
ケ
ッ
ト
：
市
内

文
化
会
館
な
ど
で
販
売　

託
児
：

７
月
14
日
（
木
）
ま
で
に
生
涯
学

習
課
（
☎
23‐３
６
３
５
）
へ
電
話

に
て
（
先
着
10
名
）

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局
（
金

子
）
☎
23‐２
６
８
３

講
座

親
子
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー

教
室　
　
　

 

１
０
０
４
１
６
７

対
象
：
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保

護
者　

日
時
：
７
月
17
日（
日
）

午
後
１
時
～
３
時　
場
所
：
白
谷

海
浜
公
園　
内
容
：
水
の
事
故
か

ら
い
の
ち
を
守
る
方
法
を
学
ぶ　

定
員
：
10
組（
先
着
順
）　

参
加

料
：
無
料　
申
込
：
直
接
・
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

45
分
～
９
時
30
分　
場
所
：
崋
山

会
館　
内
容
：
渡
辺
崋
山
を
救
え

16
‐
椿
椿
山
の
日
記
か
ら　

講

師
：
田
原
市
博
物
館
副
館
長 

鈴

木
利
昌　
受
講
料：無
料　
申
込：

当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

山
の
ま
ち
設
楽
体
験
ツ
ア
ー

「
水
の
恵
み
」を
体
験
し
よ
う

１
０
０
４
１
２
４

対
象
：
市
内

在
住
・
在
勤
・

在
学
の
小
学

生
以
上
の

方
（
小
学
生

は
保
護
者
同

伴
）　
日
時
：

８
月
20
日
（
土
）
午
前
８
時
～
午

後
５
時　
集
合
場
所
：
市
役
所
北

玄
関
前　
場
所
：
設
楽
ダ
ム
建
設

予
定
地
、
豊
邦
交
流
セ
ン
タ
ー
ほ

か　
内
容
：
設
楽
ダ
ム
講
座
、
五

平
餅
づ
く
り
体
験
、
魚
の
つ
か
み

取
り
な
ど
（
天
候
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
あ
り
）　

定
員
：
30
名

（
抽
選
）　

参
加
料
：【
高
校
生
以

上
】１
０
０
０
円【
中
学
生
以
下
】

５
０
０
円
／
昼
食
代
込
み

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
学
年
・
学
校
名
を
明

記
）　

そ
の
他
：
た
は
ら
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

実
技
救
命
講
習
会１

０
０
４
０
９
７

対
象
：
お
お
む
ね
１
年
以
内
に
救

命
講
習
を
受
講
し
た
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方　
日
時
：
８
月

21
日
（
日
）
午
前
９
時
～
11
時　

場
所
：
消
防
署
赤
羽
根
分
署　
内

容
：
救
命
入
門
コ
ー
ス
を
受
講
し

た
方
向
け
の
実
技
救
命
講
習　
定

員
：
20
名
（
先
着
順
）　
受
講
料
：

無
料　

申
込
：
８
月
20
日
（
土
）

ま
で
に
直
接
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、講
座
名・

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）　

そ

の
他
：
講
習
修
了
者
に
修
了
証
を

交
付
／
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

対
象

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45‐４
１
１
９

45‐４
１
２
０

講
座 

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時
：
７
月
11
日（
月
）午
前
８
時

申
込：７
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
企
画
課

☎
23‐３
５
０
７

23‐０
６
６
９

下
水
道
バ
ス
ツ
ア
ー（
小
中

学
生
向
け
）  

１
０
０
４
１
３
９

対
象
：
東
三
河
在
住
の
方
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　
日
時：

８
月
６
日
（
土
）
午
前
８
時
15
分

～
午
後
５
時
45
分　
集
合
場
所
：

市
役
所
北
玄
関
前　
場
所
：
愛
知

県
下
水
道
科
学
館
・
日
光
川
上
流

浄
化
セ
ン
タ
ー
（
稲
沢
市
）　

定

員
：
田
原
市
民
10
名
（
全
体
で
80

名
）
／
抽
選　

参
加
料
：
無
料

（
昼
食
は
各
自
持
参
）　
申
込
：
７

月
15
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が

き
に
て
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
は
が
き
の

場
合
は
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番

号
を
明
記
）

▼
下
水
道
課

☎
23‐３
５
２
５

22‐３
１
８
４

回
想
法
講
座「
み
ん
な
で
想お
も

い
出
語
り
」

日
時
：
７
月
31
日（
日
）
午
後
１

時
～
３
時
30
分　
場
所
：
田
原
文

化
会
館
２
０
２・２
０
３
会
議
室

内
容
：
回
想
法
説
明
、
昔
の
道
具

を
使
用
し
た
演
習
『
私
の
想
い
出

の
食
べ
も
の
』　
定
員
：
30
名（
先

着
順
）　
受
講
料
：
無
料　
申
込
：

直
接
・
電
話
に
て　
そ
の
他
：
終

了
後
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
「
元
気

は
い
た
つ
便
」
回
想
法
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
説
明
あ
り

▼
中
央
図
書
館

☎
23‐４
９
４
６

23‐４
６
４
６

放
送
大
学

（
平
成
28
年
10
月
入
学
）

内
容
：
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信

制
大
学
／
幅
広
い
分
野
を
学
べ
る　

出
願
期
間
：【
第
１
回
】
８
月
31

日
（
水
）
ま
で
【
第
２
回
】
９
月

20
日
（
火
）
ま
で　

資
料
請
求
：

電
話
の
ほ
か
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.ouj.ac.jp

）で
も

受
付

▼
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
２
）８
３
１‐１
７
７
１

平成28年7月  広報たはら │    │22
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生
活

休
日
保
育・土
曜
日
集
合
保

育
を
始
め
ま
す

１
０
０
４
１
２
２
・

１
０
０
４
１
２
３

▪
休
日
保
育

実
施
園
：
山
北
保
育
園　

対
象
：

田
原
市
立
保
育
園
に
入
園
す
る
児

童
の
保
護
者
で
日
曜
日
、
祝
日
な

ど
に
仕
事
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
保

育
が
で
き
な
い
方　
開
始
日
：
10

月
２
日
（
日
）
～　
実
施
日
：
日

曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

保
育
時
間
：
午
前
７
時
30
分
～
午

後
６
時　
利
用
料
（
日
額
）：【
３

歳
未
満
児
】
２
１
０
０
円
【
３
歳

以
上
児
】
１
０
０
０
円

▪
土
曜
日
集
合
保
育

実
施
園
：
山
北
保
育
園　

対
象
：

か
ら
守
ろ
う

・
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席

で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

・
自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め
よ
う

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民

運
動 

８
月
１
日
月
～
10
日
水

１
０
０
２
８
８
４

　
夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民

運
動
を
次
の
運
動
の
重
点
に
よ
り

展
開
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

▪
運
動
の
重
点

・
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の

防
止

・
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
自
動
車
盗
の
防
止

▼
総
務
課
☎
23‐３
５
０
４

青
少
年
の
非
行・被
害
防
止

に
取
り
組
む
夏
の
運
動

８
月
31
日
水
ま
で

非
行
の
芽
　
は
や
め
に
つ
も
う
　

み
な
我
が
子

　

夏
休
み
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

田
原
市
立
保
育
園
に
入
園
す
る
児

童
の
保
護
者
で
土
曜
日
に
仕
事
な

ど
に
よ
り
家
庭
で
保
育
が
で
き
な

い
方　
開
始
日：10
月
１
日
（
土
）

～　
実
施
日
：
土
曜
日　
保
育
時

間
：
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時

※
申
込
方
法
な
ど

詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23‐３
５
１
３

23‐３
５
４
５

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

７
月
11
日
月
～
20
日
水

１
０
０
２
８
８
１

　
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
次

の
運
動
の
重
点
に
よ
り
展
開
し
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

▪
運
動
の
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故

青
少
年
が
有

害
環
境
な
ど

に
接
す
る
機

会
の
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
地
域
、
家
庭
、
学
校
が
一
体
と

な
っ
て
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

▪
実
施
内
容

・
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
推
進

・
広
報
・
啓
発
活
動

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
適
切
な
利

用
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
推
進

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談

１
０
０
２
２
９
７

　
生
活
や
子
育
て
、
就
業
な
ど
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所
：
市
役
所
子
育
て
支
援
課

時
間
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
（
予
約
優
先
）　

そ
の
他
：
予

約
者
に
限
り
、
田
原
・
赤
羽
根
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ

ン
ド
で
も
相
談
可

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23‐３
５
１
３

23‐３
５
４
５

◉田原ライオンズクラブから
　防犯カメラが寄贈されました

　５月18日、
事件事故な
どの未然防
止や地域住
民などの安

心安全のため、田原ライオンズクラ
ブから街頭防犯カメラ２台が、田原
防犯協会連合会へ寄贈されました。
　防犯カメラは田原町萱町地区に
設置され、その運用管理に関する
規定の締結書が、田原市長も立ち
会いのもと、取り交わされました。
　田原警察署・田原防犯協会連合会
では、行政・市民と協力して、これからも
安全なまちづくりを推進していきます。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成28年の累計

5月

●人身14件（88件）
●負傷21人（132人）
●死亡1人（1人）
●物損111件（604件）

●侵入盗1件（13件）
●乗物盗1件（8件）
●非侵入盗14件（44件）

●火災4件（8件）
●救急163件（934件）

みんなで投票しよう！

参議院議員通常選挙
投票日　7月10日㊐

あなたの一票で、住みよいまちづくりを。

◉投票時間
　7：00 ～ 20：00
◉あなたの投票所
　投票入場券をご確認ください。

▼田原市選挙管理委員会（総務課内）
　☎23‐3506

広報たはら  平成28年7月│    │23
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７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」強
化
月
間
で
す

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
田
原
市
に
お
い
て
も
、
運
動
の

一
環
と
し
て
、
第
66
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動「
講
演
と
演
奏
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
：
７
月
14
日
（
木
）
午
後
１

時
30
分
～　
場
所
：
渥
美
文
化
会

館
文
化
ホ
ー
ル　
講
演
：
薬
物
依

存
・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
に
つ
い
て

【
講
師
】
柴
真
也
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
名
古
屋
ダ
ル
ク
理
事
長
）

演
奏
：
福
江
中
学
校　

定
員
：

４
０
０
名　
参
加
料
：
無
料　
申

額
と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
し
て

い
た
だ
く
所
得
割
額
の
合
計
額
で

す
。
な
お
、
一
人
あ
た
り
の
上
限

額
は
57
万
円
で
す
。

▪
保
険
料
の
軽
減

　
４
月
１
日
現
在
の
世
帯
状
況
に

お
い
て
、
世
帯
主
と
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
の

合
計
に
応
じ
て
、
均
等
割
額
・
所

得
割
額
の
軽
減
が
判
定
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
公
的
年
金
所
得
に

つ
い
て
は
、
特
例
と
し
て
さ
ら
に

15
万
円
を
控
除
し
た
額
で
判
定
さ

れ
ま
す
。

▪
保
険
料
の
支
払
方
法

　
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
（
特
別

徴
収
）
や
口
座
振
替
ま
た
は
納
付

書
（
普
通
徴
収
）
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
口
座
振
替
の
場
合
は
、

市
役
所
で
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
保
険
料
の
納
期

▪
特
別
徴
収

平
成
26
年
中
の
所
得
で
仮
算
定

し
た
保
険
料
を
４
月
・
６
月
・

８
月
、
平
成
27
年
中
の
所
得
で

計
算
し
た
保
険
料
を
10
月
・
12

月
・
２
月
の
年
金
か
ら
天
引
き

▪
普
通
徴
収

７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
毎

込
：
不
要

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23‐０
６
１
０

23‐３
９
７
０

福
祉・介
護
の
仕
事
総
合
展

～
東
三
河
～

対
象
：
福
祉
関
係
の
職
場
に
就
職

希
望
の
方
お
よ
び
福
祉
の
仕
事
に

関
心
の
あ
る
方　
日
時
：
７
月
24

日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時
30
分

（
求
職
者
の
受
付
は
午
後
４
時
ま

で
）　
場
所
：
名
豊
ビ
ル
７
階

内
容
：
福
祉
事
業
所
の
就
職
相
談

や
資
格
な
ど
に
関
す
る
相
談　
参

加
料
：
無
料　
そ
の
他
：
申
し
込

み
不
要
／
随
時
、
入
退
場
可

▼
豊
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会
豊
橋

市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

☎（
０
５
３
２
）52‐１
１
１
１

平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
が
決
定
し
ま
す

１
０
０
４
１
４
７

　
７
月
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」お
よ
び「
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
入
通
知

書
」
を
送
付
し
ま
す
。

▪
保
険
料
の
計
算
方
法

　
保
険
料
額
は
、
お
一
人
ず
つ
均

等
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
均
等
割

月
計
８
回
、
口
座
振
替
ま
た
は

納
付
書
に
よ
り
お
支
払
い
（
７

月
か
ら
９
月
ま
で
普
通
徴
収
、

10
月
か
ら
特
別
徴
収
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
）

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐３
５
１
４

23‐０
１
８
０

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
を
更
新
し
ま
す

１
０
０
４
１
４
７

　
現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
保

険
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で

す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
し
て
い

た
だ
く
保
険
証
を
、
７
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て
簡
易
書
留
郵
便

で
お
送
り
し
ま
す
。（
簡
易
書
留

郵
便
は
、
受
け
取
る
際
に
押
印
ま

た
は
署
名
が
必
要
で
す
。
配
達
時

に
不
在
の
場
合
、
郵
便
受
に
案
内

が
入
り
ま
す
の
で
、
郵
便
局
支
店

へ
再
配
達
の
依
頼
を
し
て
い
た
だ

く
か
、
直
接
受
け
取
り
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。）

▪
住
民
登
録
地
と
異
な
る
場
所
へ
保

険
証
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

　
あ
ら
か
じ
め
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
印
鑑
と
身
分
証
明
書

を
ご
持
参
の
う
え
、
保
険
年
金
課

ま
た
は
渥
美
支
所
・
赤
羽
根
市
民

セ
ン
タ
ー

へ
お
越
し

く
だ
さ

い
。（
代

理
の
方
が

申
請
さ
れ

る
場
合

は
、
代
理
の
方
の
印
鑑
と
身
分
証

明
な
ど
が
必
要
で
す
。）

▪
保
険
証
の
色
が
変
わ
り
ま
す

　
保
険
証
の
色
が
、
若
草
色
か
ら

青
色
に
変
わ
り
ま
す
。
８
月
１
日

以
降
に
医
療
機
関
へ
受
診
す
る
際

は
、
必
ず
新
し
い
青
色
の
保
険
証

を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐３
５
１
４

23‐０
１
８
０

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

の
新
規
追
加  

１
０
０
０
９
８
３

　
給
水
工
事
は
、
田
原
市
水
道
事

業
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

へ
、必
ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
新
規
追
加

・
株
式
会
社
西
日
本
設
備
（
大
阪

府
）

☎（
０
６
）４
８
０
１‐９
９
７
１

▼
水
道
課

☎
23‐３
５
３
２

22‐３
１
８
４
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堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど

の
発
生
防
止
に
ご
協
力
を

１
０
０
４
１
３
８

　
畑
に
堆
肥
を
散
布
す
る
と
、
近

隣
の
住
宅
や
観
光
施
設
な
ど
か

ら
、
悪
臭
や
ハ
エ
な
ど
に
関
す
る

苦
情
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
夏
季
に
は
多
く
の
観
光

客
が
本
市
を
訪
れ
、
毎
年
多
く
の

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
次
の
点
に
注
意
し
、
生
活
環
境

の
保
全
と
水
質
汚
濁
な
ど
の
防
止

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◦
十
分
発
酵
さ
せ
た
悪
臭
を
伴
わ

な
い
完
熟
堆
肥
を
使
用
し
ま
し

ょ
う
。

◦
農
地
に
搬
入
し
た
堆
肥
は
、
す

ぐ
に
鋤
き
込
み
ま
し
ょ
う
。
搬

入
後
、
雨
天
に
よ
り
鋤
き
込

み
が
で
き
な
い
こ
と
の
な
い
よ

う
、
天
候
に
も
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

◦
住
居
や
観
光
施
設
に
近
い
農
地

に
施
肥
す
る
場
合
は
、
生
活
環

境
に
十
分
配
慮
し
、
悪
臭
や
害

虫
、
汚
水
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な

る
、
過
剰
な
堆
肥
投
入
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐０
１
８
０

自
衛
官
制
度
説
明
会

対
象
：
平
成
28
年
度
に
18
歳
〜
26

歳
に
な
る
方
（
保
護
者
同
伴
可
）

日
時
：
８
月
６
日
（
土
）
午
前
10

時
～
正
午
（
受
付
：
午
前
９
時
40

分
～
）　

場
所
：
田
原
文
化
会
館

１
０
１
会
議
室

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33‐２
６
９
３

田
原
市
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
加
入
促
進
補
助
金

１
０
０
４
１
０
０

対
象
：
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
中
小
企
業
者
①
田
原
市
内
に

事
務
所
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る
②

中
小
企
業
退
職
金
共
済
に
新
規
に

加
入
し
、
そ
の
後
12
カ
月
分
の
掛

金
を
納
付
済
み
で
あ
る
③
市
税
の

滞
納
が
な
い　
内
容
：
従
業
員
の

福
祉
の
増
進
と
雇
用
の
安
定
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
中
小
企

業
退
職
金
共
済
に
新
規
に
加
入
し

た
中
小
企
業
に
対
し
、
納
付
掛
金

の
一
部
を
助
成　
補
助
額
：
補
助

対
象
者
が
共
済
契
約
締
結
時
に
お

け
る
被
共
済
者
に
係
る
掛
金
月
額

の
１
０
０
分
の
20
に
12
を
乗
じ
た

額
（
た
だ
し
、
後
納
割
増
金
を
除

く
）

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

東
三
河
高
等
技
術
専
門
校

見
学
会・受
験

対
象
：
職
業
の
転
換
を
必
要
と
す

る
離
転
職
者
な
ど
で
、
中
学
校
卒

業
以
上
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
学
力
の
あ
る
方　
募
集
科
・
定

員
：
住
宅
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
ス
・

住
宅
エ
ク
ス
テ
リ
ア
コ
ー
ス　
訓

練
期
間
：
10
月
４
日
（
火
）
～
平

成
29
年
３
月
15
日
（
水
）　
定
員：

各
コ
ー
ス
30
名　
見
学
会
：
７
月

27
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～　

選
考
日
／
選
考
方
法
：
９
月
２
日

（
金
）
／
筆
記
試
験
・
面
接

費
用
：
受
験
料
・
授
業
料
は
無
料

（
た
だ
し
、 

教
科
書
代
と
し
て
約

２
万
円
が
必
要
）　

特
典
：
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
に
は
失
業
給
付

の
支
給
な
ど
あ
り　
申
込
：
８
月

19
日
（
金
）
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
豊
橋
に
あ
る
入
校
願
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
豊
橋
に
直
接
提
出

▼
東
三
河
高
等
技
術
専
門
校

☎（
０
５
３
３
）93‐２
０
１
８

介
護
者
の
交
流
会
を
開
催

１
０
０
４
１
４
０

▪
認
知
症
介
護
者
の
集
い

対
象
：
認
知
症
の
家
族
を
介
護
し

て
い
る
方
や
認
知
症
に
つ
い
て
知

り
た
い
方　
開
催
日
／
内
容
（
い

ず
れ
も
座
談
会
あ
り
）：【
８
月
18

日
（
木
）】
介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
小
旅
行
（
蒲
郡
）【
９
月
８

日
（
木
）】
せ
ん
妄
に
つ
い
て

【
10
月
13
日
（
木
）】
音
楽
療
法　

時
間
：
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分

～
３
時
（
８
月
の
み
午
前
10
時
～

午
後
３
時
）　

申
込
：
開
催
日
の

２
日
前
ま
で
に
田
原
福
寿
園
（
☎

27‐０
０
０
８
）
へ
電
話
に
て

▪
家
族
介
護
者
交
流
会

対
象
：
ご
家
庭
で
家
族
を
介
護
し

て
い
る
方　
開
催
日
／
内
容
（
い

ず
れ
も
座
談
会
あ
り
）：【
８
月
18

日
（
木
）】
介
護
保
険
施
設
の
紹

介
に
つ
い
て
【
９
月
15
日
（
木
）】

認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方
な
ど

【
10
月
20
日
（
木
）】
高
齢
者
に
必

要
な
栄
養
な
ど　
時
間
：
い
ず
れ

も
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

申
込
：
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に

渥
美
福
寿
園
（
☎
34‐６
６
８
８
）

へ
電
話
に
て

寄
付

　

次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
感
謝

し
ま
す
。

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

▼
５
月
17
日
、
匿
名
希
望
の
方
か

ら
、
金
30
万
円
。
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◦田原児童センターのイベント ▶田原児童センター　☎23‐4761

◦子育て支援センターのイベント ▶子育て支援課（市役所内）　☎23‐3513

　田原市地域子育て支援センターは、親子で安心して遊べる場所を提供し、子育ての喜びや悩みを分かち合えるよ
う子育てのお手伝いをしています。いつ行ってもいい、いつ帰ってもいい、気軽に利用できる場所です。親子で遊び
ながら、育児について話をしたり、仲間づくりをしたりしてみませんか？

ひまわりルーム・なのはなルーム＊詳細は各ルームへお尋ねください。
◆開放日：毎週月曜～金曜（祝日・お盆期間・年末年始を除く）※毎月 第3水曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：00～15：30※毎日11：15～手遊び、絵本の読み聞かせなど実施
◆対象：未就園児とその保護者
◆利用方法：予約不要（直接お越しください）
◆出張子育てひろば：赤羽根福祉センター（毎週火曜9：30～）・泉市民館（毎週金曜9：30～）

イベント名 と　き 内　容 対　象

のりもの 7月5日（火）～8日（金） 遊戯室でキッズカーに乗って遊ぼう。 幼児のみ

はらぺこMommys
おはなし会 7月6日（水）10：30〜 英語の絵本の読み聞かせ 幼児と保護者

JIDOセン祭
7月24日（日）
10：00～12：00、13：00～
15：00※この時間以外は入室不可

工作、スライム…お楽しみがいっぱ
い！年に1度のおまつりです。お友だ
ちを誘って遊びにきてね。

18歳以下

工作
「アイロンビーズ」 7月26日（火）～31日（日） ビーズにアイロンをかけるとくっつく

よ。好きなデザインに並べて作ろう。 小学生以上

イベント名 と　き ところ 講　師 内　容

子育て講座
「卒乳・トイレトレーニ
ング」

7月6日（水）
11：00〜11：30

ひまわりルーム
（稲場保育園内）
☎23‐0987

田原市保健師
身近な保健師さんのお話を
聞いて悩み解消に役立てま
しょう。

子育て講座
「その時、あわてないた
めに」

7月13日（水）
10：15〜11：15

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38‐0760

田原市赤十字
奉仕団員

心肺蘇生法を中心に子ども
に多い事故の予防法と対処
法のお話と体験です。

　田原児童センターは、高校生までの子どもが遊ぶ施設です。ルールを守ってみんなで仲良く遊びましょう。保護者
の方は、お子さんと一緒に楽しく遊んでください。

●詳しくは、児童センターだより（図書館・緑が浜公園・子育て支援課に設置、またはHP）でご確認ください。            
　 1001099

◆開館時間：9：30～12：00、13：00～17：00
◆対象：０～１８歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◆休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日の火曜日）
　【7月のお休み】7月4日（月）、11日（月）、19日（火）、25日（月）
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◦図書館のイベント ▶中央図書館　☎23‐4946

◦その他

※各図書館では、おはなし会を開催しています。親子で楽しい時間を過ごしてみませんか。詳しくは図書館HP（http://www2.
city.tahara.aichi.jp/section/library/）をご覧ください。

イベント名 と　き 対象／定員／内容 申　込 ところ／申込先

吉胡貝塚資料館
夏の体験講座
竹の弓矢を作ろう
（参加料：200円）

7月23日（土）・30日
（土）・8月6日（土）・
20日（土）・27日（土）
10：30～11：30
13：30～14：30

どなたでも（小学
校3年生以下は保
護者同伴）

弓矢作りは定員：
各10名（先着順）

電話・FAXにて（FAXの場
合は、講座名・住所・氏名・
電話番号を明記） 吉胡貝塚資料館にて

▶吉胡貝塚資料館
☎22-8060 22-8070

1004116
アンギン編み
（参加料：200円）

7月21日（木）～8月
31日（水）
9：00～15：00
随時受付まが玉づくり

（参加料：300円）

「少年物語
 渡辺崋山」
読み聞かせ会

8月2日（火）・3日（水）
15：30～17：00

小学校4年生以上
ボランティアが読み
聞かせを行います。

7月31日（日）までに、崋山会
HPにある申込書に必要事項
を記入の上、FAXにて

崋山会館にて
▶（公財）崋山会
☎22-1700 22-1701

夏休み
生きもの調査

7月29日（金）
13：30～16：00

小学校3～6年生
定員：10名（先着順）
水生昆虫を捕まえ、
水のきれいさを考え
ます。

7月19日（火）までに、電
話・FAXにて（FAXの場合
は、郵便番号・住所・電話番
号・参加者全員の氏名と年
齢を明記）

伊川津町新堀川にて
（集合・解散は田原市役所
北玄関）
▶環境政策課
☎23-3541 23-0180

1004098

※平成２８年６月号掲載の「土器づくりと野焼き」の日程に誤りがありました。正しくは市ＨＰをご覧ください。 1004131

イベント名 と　き 対象／定員 申　込 ところ／申込先

中央図書館講座
かがくあそび

「ホバークラフト
をつくろう！」

7月29日（金）
14：00～

小学生
定員：20名（先着順）

7月5日（火）10：00～
直接・電話にて

中央図書館
こどもしつにて

▶中央図書館
☎23-4946図書館探検隊

8月9日（火）
10：30～
14：00～

小学3～6年生
定員：各10名（先着順）

7月13日（水）10：00～
直接・電話にて

渥美図書館講座
手作り教室

「とべ！ロケット！」
8月7日（日）
10：15～12：00

市内小学生
定員：10名（先着順）

7月16日（土）10：00～
直接窓口にて 渥美図書館にて

▶渥美図書館
☎33-1114
※初日の電話受付は10：15～

図書館の達人に
なろう！小中高生
司書体験

8月9日（火）・10日
（水）・11日（木）
13：30～15：30

市内小学4年生～高校
生
定員：各2名（先着順）

7月17日（日）10：00～
直接窓口にて

▲まが玉づくり

　子どもたちが楽しみながら野菜・果物にふれ、その魅力を友だちに伝えていくこ
とができる「キッズ野菜ソムリエ」を育成します。

【対象】市内在住の年中から小学 6 年生【日時】8 月 28 日（日）10：00 ～ 11：30、
13：30 ～ 15：00【場所】田原文化会館 201 会議室【講師】野菜ソムリエ【定員】
各１５名（抽選）【受講料】1,000 円【申込】８月４日（木）までに電話・ＦＡＸにて（Ｆ
ＡＸの場合は住所・氏名・年齢・電話番号・希望時間を明記）※締切日必着【その他】
受講されたお子さんには、キッズ野菜ソムリエエプロン・チーフ・任命書・名刺を進呈

▶農政課☎23‐3517 22‐3817

キッズ野菜ソムリエになろう！！　　　　       　 1004155  水遊び広場で遊ぼうよ！

7月16日土～8月31日水
サンテパルクたはらでは、夏季限
定の水遊び広場を
開設します。水深
10～40㎝程度で、
小さなお子さんで
も楽しめます。

▼サンテパルクたはら☎25‐1234
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

▪
デ
ー
タ
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と

　
上
の
グ
ラ
フ
は
、
田
原
市
の
死
因
別
死

亡
数
の
割
合
を
示
す
も
の
で
、
半
数
以
上

が
生
活
習
慣
に
起
因
す
る
疾
病
で
す
。

　
ま
た
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
原
因
の

調
査
で
も
、
認
知
症
や
脳
血
管
疾
患
、
高

血
圧
な
ど
生
活
習
慣
に
関
係
す
る
疾
病
が

大
半
を
占
め
て
お
り
、
生
活
習
慣
の
改
善

が
大
切
で
す
。
若
い
う
ち
か
ら
生
活
習
慣

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
健
康
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
は
、
介
護
予
防
や
健
康
寿
命
の

延
伸
に
つ
な
が
り
ま
す
。

広
げ
よ
う
健
康
づ
く
り
の
輪

　　
毎
日
を
元
気
に
生
き
生
き
と
生
活
す
る

た
め
に
は
健
康
で
い
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
個
人
の
健
康
へ

の
取
り
組
み
に
加
え
て
、
地
域
で
健
康
的

に
過
ご
せ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
も
大
切

で
す
。
田
原
市
で
は
、
地
域
と
行
政
が
一

緒
に
な
っ
て
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
健

康
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▪
デ
ー
タ
を
健
康
づ
く
り
に
生
か
す

　
泉
校
区

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協

議
会
は
、

デ
ー
タ
を

基
に「
10

年
後
、
20

年
後
も
校

区
の
皆
さ

ん
が
元
気

で
い
る
た

め
に
で
き

る
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
、
み
ん
な

が
元
気
に
な
れ
る
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な

ア
イ
デ
ア
が
提
案
さ
れ「
健
康
づ
く
り 

や

ら
Ｍマ
イｙ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
企
画
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を「
泉
校
区
ま
ち
づ
く
り

推
進
計
画
書
」に
盛
り
込
み
、
健
康
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
デ
ー
タ
以
外
に
も
、さ

ま
ざ
ま
な
各
地
域
の
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

自
分
た
ち
の
地
域
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
知

り
た
い
方
は
、
健
康
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
一
緒
に
デ
ー
タ
を
見
な
が
ら
、
地
域

の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
身
近
な
場
所
で
、
仲
間
と
と
も
に
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
、
地
域
ぐ
る
み
で
作
っ
て
い
き
、
健
康

づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■問診からみる健康習慣ランキング（H26年度田原市特定問診結果から）

お腹まわりのストレッチをすることで、上半身や肩
の緊張がほどけて爽快感を得られます。ちょっとし
た休み時間にスッキリしましょう！
スポーツ課☎23-3531

そう かい

❶両手でタオルの端を持ち、床に正座する。
❷①の状態から、お尻の左側半分を床につけ、両腕を頭の上に伸ばす。
❸②の状態から、息を吐きながら右側へ状態を横に倒してキープする。
   ※反対も同様に行い、①～③を数セット繰り返す。

●❶ ●❷ ●❸
94

順位
（18校区）

睡眠で休養が
とれている

歩行または同等度の
運動1日1時間以上

生活習慣の
改善意欲がある

1位 田原東部
（83.4％）

六連
（66.7％）

衣笠
（71.5％）

2位 大草
（83.2％）

田原南部
（61.5％）

田原中部
（71.2％）

3位 六連
（80.5％）

田原東部
（60.5％）

田原東部
（69.9％）

ワースト
1位 亀山

（72.2％）
伊良湖岬
（50.9％）

亀山
（40.2％）

ワースト
2位 泉

（72.9％）
泉

（51.6％）
高松

（44.0％）

愛知県衛生年報から

田原市介護保険申請から（H26.11.1現在）

■田原市の死因別死亡数の割
（平成21～25年）

■介護が必要となった原因の病気

脳血管疾患
8.8％

認知症
91人その他

147人

脳血管疾患
82人

高血圧症
82人

骨折
54人

関節症
51人

心臓病
48人

不慮の事故
4.2％

腎不全
2.3％

自殺
2.1％

肝疾患
1.2％

糖尿病
0.9％

生活習慣に
起因する疾病

がん 30人

悪性新生物
26.9％

心疾患
15.4％

老衰
8.7％

肺炎
8.5％

その他
21.1％
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

▪
栄
養
生
活
講
座
で
健
康
に
！

　

毎
日
の
献
立

が
や
や
マ
ン
ネ

リ
気
味
の
方
、

健
康
的
な
食
事

に
つ
い
て
知
り

た
い
方
に
お
薦

め
で
す
。

お
知
ら
せ

▪
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防

接
種
で
感
染
予
防
を

　
高
齢
者
が
肺
炎
に
な
る
原
因
の
中
で
最

も
多
い
肺
炎
球

菌
の
感
染
を
予

防
し
、
重
症
化

を
防
ぎ
ま
す
。

※
対
象
者
に
は

個
別
に
通
知

【
対
象
】
①
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
（
平
成

29
年
4
月
1
日
時
点
の
満
年
齢
）
②
60
歳

以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
な
ど
の
機
能
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方

／
過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外

【
実
施
期
間
】
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で

【
場
所
】
市
内
指
定
医
療
機
関

【
自
己
負
担
額
】
２
０
０
０
円
（
生
活
保

護
世
帯
の
方
お
よ
び
平
成
28
年
度
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
自
己
負
担
免
除
）

【
対
象
】
市
内
在
住
で
全
５
回
参
加
で
き

る
方（
以
前
参
加
さ
れ
た
方
は
除
く
）

【
日
時
】
①
９
月
30
日（
金
）②
10
月
21
日

（
金
）
③
11
月
４
日
（
金
）
④
11
月
15
日

（
火
）
⑤
12
月
２
日（
金
）
／
い
ず
れ
も
午

前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

【
場
所
】
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
栄
養

の
基
礎
に
つ
い
て
の
講
義
と
調
理
実
習

【
定
員
】
20
名
／
託
児
10
名
（
い
ず
れ
も

先
着
順
）

【
受
講
料
】
各
回
３
０
０
円

【
申
し
込
み
】
９
月
12
日
（
月
）
ま
で
に
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（

23‐３
８
１
０
）に
て（
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
・
託
児
希
望
が
あ
る
方
は
、
託
児
さ
れ

る
お
子
さ
ん
の
氏
名
・
生
年
月
日
を
明
記
）

※
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

●
愛
知
県
内
の
接
種
協
力
医
療
機

関
で
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

【
対
象
】田
原
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方

①
田
原
市
外
に
か
か
り
つ
け
医
が
い

る
方

②
長
期
に
田
原
市
外
の
病
院
な
ど
で

入
院
治
療
を
し
て
い
る
方

③
施
設
入
所
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、田

原
市
外
に
長
期
滞
在
し
て
い
る
方

※
今
年
度
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
に

限
り
ま
す
。申
請
方
法
が
従
来
と
異

な
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
健
康
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
日
程
の
変
更
●

　
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー（
７
月
）に
掲
載
さ
れ

て
い
る「
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン（
神
戸
・
大
草
・
高

松
・
赤
羽
根
・
若
戸
校
区
／
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー
）」の
日
程
を
変
更
し
ま
す
。お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

７
月
25
日（
月
）→
７
月
12
日（
火
）

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

7月  3日（日）

岡田医院 ☎37‐0001
まち眼科 ☎22‐2710
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
かわさき整形外科クリニック ☎22‐7700
すずき歯科 ☎23‐0033

7月10日（日） 富永医院 ☎23‐1316
伊藤歯科医院 ☎22‐1104

7月17日（日） 川瀬医院 ☎35‐1511
岩瀬歯科医院 ☎22‐6677

7月18日（月・祝） 永井医院 ☎22‐0227
山内歯科医院 ☎23‐1525

月　日 当直医 電話番号

7月24日（日） あつみメディカルクリニック ☎24‐2322
渡辺歯科医院 ☎32‐3561

7月31日（日） ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
平野歯科医院 ☎22‐0214

8月  7日（日）

北山クリニック ☎23‐3946
ふくい眼科 ☎22‐5878
かわさき整形外科クリニック ☎22‐7700
仲谷歯科 ☎23‐2327

8月11日（木・祝） 河合医院 ☎22‐6133
花井歯科医院 ☎23‐1661
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◦
医
療
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
中
断
し
て
い
る
方

◦
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
て
い
る
が
、
対
応
に
苦
慮

し
て
い
る
方　
な
ど

【
支
援
方
法
】

家
族
と
の
面
談
、
家
庭
訪
問
に
よ
る
支
援
、

必
要
時
に
は
、
専
門
職
を
集
め
て
支
援
の
方

向
性
を
話
し
合
い
、
初
期
（
お
お
む
ね
６
カ

月
間
）
の
集
中
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
支
援
内
容
】

◦
適
切
な
専
門
医
受
診
に
向
け
た
助
言

◦
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
す
す
め

◦
本
人
の
身
体
状
況
を
整
え
る
た
め
の
相
談
支

援
◦
生
活
環
境
の
改
善
に
向
け
た
助
言

◦
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
支
援

【
主
な
専
門
職
】

専
門
の
研
修
を
受
講
し
た
医
師
や
高
齢
者

支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
推
進
員
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
が
、
必
要
に
応
じ
て
連
携
し
、

本
人
や
家
族
の
自
立
に
向
け
た
生
活
の
た

め
の
相
談
支
援
に
あ
た
り
ま
す
。

▼
高
齢
福
祉
課
地
域
ケ
ア
係

☎
27
‐
７
９
８
０

23
‐
３
５
４
５

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
高
齢
者
の
約
４
人

に
１
人
が
認
知
症

や
そ
の
予
備
群
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

高
齢
福
祉
課
で

は
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
本
人
の
意
思
が

尊
重
さ
れ
、
で
き
る

限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
で
よ
い
暮
ら
し
を

続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
今
年
度
か
ら
「
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
」
を
配
置
し
ま
し
た
。

　
認
知
症
の
初
期
の
う
ち
に
支
援
を
受
け
る
こ

と
で
、
生
活
が
安
定
し
、
症
状
の
進
行
が
抑
え

ら
れ
る
な
ど
、一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

【
支
援
対
象
】

　
市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
在
宅
生
活
者
の
う

ち
、
物
忘
れ
な
ど
で
不
安
に
思
わ
れ
て
い
る

方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

◦
医
療
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
方

私たちが
認知症初期集中支援チーム
です。

認知症は早期診断・早期対応が大切で
す。「認知症の始まりかな」と思うこ
とがあれば、一度ご相談ください。
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12
◦街角ネットたはら

放送日 内　容

7/1金～7/14木
田原市地域コミュニティ連合会
交流スポーツ大会
歯の健康フェスティバル

7/15金～7/28木
阿南町との小学校交流

サーファー避難訓練

7/29金～8/11木・ 夏のお楽しみ情報

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

◦田原ほっとらいん
放送月 内　容

7月 海が近くにある暮らし　～サーフィンを
資源とした地域づくり～

毎週土・日曜日　１日５回放送　
①7：45 ②12：45 ③15：45 ④18：45 ⑤22：45
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ヒマワリ
（花／出荷時期：6月～9月）

夏を代表する花で種はいっ
て食べることができ、ヒマワ
リ油の原料にもなります。約
40万本出荷されています。

花ことば

あなただけを見つめる

ポトス
（鉢花／出荷時期：年中）

つる状の茎とハート型の葉
を持ち、育てやすい初心者
向きの観葉植物です。約18
万鉢出荷されています。

花ことば

永遠の富

農政課  ☎23-3517

花 鉢

4

今月の 7月の

ロ
ー
キ
ン
グ
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
の
露
地
メ
ロ
ン
が

多
く
そ
ろ
う
７
月
６
日
を
「
渥
美
半
島
田
原
市
メ
ロ

ン
の
日
」
と
制
定
し
ま
し
た
。

　

な
ぜ
「
６
日
」
を
メ
ロ
ン
の
日
と
し
た
の
か
は
、

「
６
」
と
い
う

数
字
が
メ
ロ

ン
の
玉
・
弦

の
形
に
似
て

い
る
こ
と
と
、

消
費
者
の
皆

さ
ん
に
お
い
し
い
状
態
で
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
、

収
穫
後
お
お
む
ね
「
６
日
」
が
食
べ
頃
で
あ
る
こ
と

を
覚
え
て
も
ら
う
た
め
で
す
。
ご
存
じ
で
し
た
か
？

　

ま
た
、
７
月
８
日
（
金
）
か
ら
18
日
（
月
・
祝
）

に
か
け
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
日
系
デ
パ
ー
ト
で
新

規
販
路
開
拓
の
た
め
、
田
原
市
産
メ
ロ
ン
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。
田
原
市
長
お
よ
び
Ｊ

Ａ
愛
知
み
な
み
組
合
長
が
そ
ろ
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

を
訪
問
し
、ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
う
予
定
で
す
。

　

メ
ロ
ン
は
田
原
市
に

と
っ
て
観
光
産
業
と
も

密
接
に
か
か
わ
る
重
要

な
農
産
物
で
す
。
田
原

市
で
は
、「
メ
ロ
ン
と
い

え
ば
渥
美
半
島
・
田
原
市
」
と
認
識
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、メ
ロ
ン
の
消
費
拡
大
、販
路
拡
大
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

▪
7
月
6
日
は
メ
ロ
ン
の
日
！
　

　

皆
さ
ん
は
市
外
の
方
に
「
田
原
市
（
渥
美
半
島
）

と
い
え
ば
何
を
連
想
し
ま
す
か
？
」
と
質
問
す
る
と

「
メ
ロ
ン
！
」
と
答
え
る
方
が
多
い
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
？

　

田
原
市
は
全
国
で
も
有
数
の
メ
ロ
ン
の
産
地
で

す
。
し
か
し
、
市
場
価
格
の
低
迷
な
ど
に
よ
っ
て
生

産
者
が
減
っ
て
お
り
、出
荷
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
６
月
４
日

（
土
）、
５
日
（
日
）
に
茨
城
県
鉾
田
市
で
「
第
２
回

全
国
メ
ロ
ン
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
全
国
の
メ
ロ
ン
生
産
地
の
代

表
が
集
結
し
て
産
地
間
連
携
を
図
り
、
メ
ロ
ン
の
消

費
拡
大
と
市
場
価
値
の
向
上
に
よ
り
、
生
産
者
維
持

を
目
指
し
た
も

の
で
す
。
今
回

の
サ
ミ
ッ
ト

テ
ー
マ
は
「
メ

ロ
ン
の
日
」
の

制
定
で
し
た
。

産
地
間
で
協
議

し
た
結
果
、
毎

月
「
６
日
」
を

メ
ロ
ン
の
日
と

し
、
田
原
市
は

ア
ー
ル
ス
メ
ロ

ン
を
は
じ
め
、

タ
カ
ミ
、
イ
エ
◦メロンサミットの様子

▲記念日登録証
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［田原市調べ］

（ｔ）

田原市のごみの現状をみなさんにお知らせしていきます。

●市内のもやせるごみ発生量

炭生館計画予定量 1,300ｔ

H26年度 2月 1,250.37

H27年度 2月 1,310.35

H26年度 3月
H27年度 3月

H27年度 4月
H28年度 4月

1,533.65

1,499.51

1,505.34

1,509.30

［田原市調べ］

夏こそエコ！自然の涼しさで夏を乗り切りましょう！

●市内５河川の水質検査結果

CＯＤ（㎎/ℓ）

H27 3月 5月 7月 9月 11月 H28 1月 3月

汐川環境基準（目標）10㎎/ℓ以下

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

　皆さんは、雑がみを分別していますか。
　雑がみとは、はがきやお菓子の箱、トイレット
ペーパーの芯などの汚れていない紙で、貴重な資
源です。分別することでごみを減らせるだけでな
く、資源として売却でき、田原市の収入にもつな
がります。この分別・回収が広がるきっかけづく
りとして、７月 15 日に雑がみ回収袋を全世帯に
配布します。
◉増えてます！雑がみの分別・回収
　昨年度から各地区でのごみ分別説明会、広報た
はらや市ＨＰ（ 1000844）で雑がみの分別をお
願いしてきました。
そ の 結 果、 ご み ス
テーションなどで雑
がみが入った紙袋を
見る機会が増えたと
いう声が自治会など
から上がっています。今回の紙袋配布をきっかけ
に雑がみの分別を始めましょう。
◉ごみ分別説明会で出た雑がみに関する Q ＆ A
雑がみはこの袋でしか出せませんか？
紙袋であれば、何でも大丈夫です。（取っ手

がプラスチックのものや外側がビニールで覆われ
ているものは取り除いてください。）

紙なら何でも入れられますか？
入れられないものもあります。

◦ティッシュペーパー、トイレットペーパー
◦レシート（感熱紙）、写真
◦臭いのついたもの（石けん、線香の箱など）
◦ビニールがついているもの（はがせば入れられます）
出し方を教えてください。
袋がいっぱいになったら、中身が出ないよう

にガムテープやホッチキスで口を閉じて袋ごと出
してください。
どこに出しますか？
新聞やダンボールを出す「紙類の日」にごみ

ステーションの雑誌のところに出してください。
また、各資源化・環境センターに直接持ち込むこ
ともできます。

▶廃棄物対策課☎23-3538

雑がみ回収袋を使おう！

▲分別された雑がみ

紙箱、包装紙、
トイレットぺー
パーの芯など

封筒、はがき、紙袋

「雑がみ」の種類

紙袋に入れ、ガ
ムテープなどで
留める

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
7月▶4日月、8日金、11日月、19日火、
　　  25日月
8月▶1日月、8日月、12日金、15日月、
        22日月、29日月

◎「国立国会図書館デジタル化資料送信
サービス」の提供を始めました！
　国立国会図書館がデジタル化した資料のうち、絶版
などの理由で入手困難な資料について、承認を受けた
図書館で閲覧・複写できるサービスです。館内のパソ
コンで閲覧できますので、ぜひ、調べものなどにご活
用ください。

▼利用できる方＝田原市図書館の利
用登録者（貸出カードをお持ちの方）

▼ 利用場所＝中央図書館インター
ネットコーナー（申込場所はレファ
レンスカウンター）

▼利用できる資料＝図書、古典籍、雑誌、博士論文など
約142万点

▼中央図書館☎23‐4946
◎渥美図書館講座
●「古文書を読む」その４
畠
はたけ

村
む ら

萬
よろず

附
つ け

留
と め

日
に っ き

記を読んで郷土の歴史に親しみます。

▼ 日時＝8月7日日、9月4日日、10月2日日13：30～
15：30（予定）

▼対象・定員＝どなたでも／10名程度（先着順）

▼講師＝葉山茂生氏

▼ 申込＝7月17日日13：00から渥美図書館カウン
ターまたは電話にて受付

▼渥美図書館☎33‐1114

※詳しくは、HP・館内掲示ポスターおよび配布チラシ
をご覧ください。

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．自由研究で豊川用水について調べたい。
◎調べるキーワード

「豊川用水」「近藤寿市郎」
A．まずキーワード「豊川用水」で調べると、『みん
なの豊川用水』という本が出てきました。中身を見
てみると、豊川用水をはじめに考えた人は、田原市
高松町出身の近藤寿市郎だ
ということがわかりました。
次に「近藤寿市郎」で調べる
と、『近藤寿市郎の生いたち
と地域開発』という本が出
てきました。郷土の偉人ということで、あわせて田
原市教育委員会が発行した『ふるさとの偉人を訪
ねる　田原を築いた人びと』という本を見てみる
と、ふりがな付きで詳しく説明がありました。
◎調べた本

『みんなの豊川用水』　水資源機構豊川用水総
合事業部　A614.2/ﾐﾝ　『近藤寿市郎の生い
たちと地域開発』　近藤寿市郎顕彰委員会　
A289.252/ｺﾝ（館内利用）　『ふるさとの偉人を訪
ねる　田原を築いた人びと』　田原市教育委員会
／編　田原市教育委員会　A225.1/ﾀﾊ

●中央図書館
　一　般▶7月9日土～8月11日木・ 　「毒と薬」
　子ども▶7月9日土～8月31日水　    「夏にひらこう！
　　　　　　　　　　　　　　　         本のとびら」
●赤羽根図書館
　一　般▶7月9日土～8月11日木・ 　「英語を楽しむ♪」
　子ども▶7月9日土～8月11日木・ 　「読んで、感じて、

　 考えて」
●渥美図書館
　一　般▶7月9日土～8月11日木・ 　「夏の装い」
　子ども▶7月9日土～8月11日木・ 　「なつ」

『ちょっとマニアックな図書館コ
レクション談義』
内野安彦 / 編著　大学教育出版
014.1/ ｳ

図書館職員はどんな思いで本を選んで
いる？なんと、田原市図書館の職員が
一部執筆！！

『くさばな なあに』
星燈社 / 絵　学研プラス　E/ ｾ

「あじさい」や「ほおずき」を英語
で何というのでしょう？
この絵本を見るだけで、日本の草
花の名前が英語で言えますよ！

～2/11木・
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其の
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　　　文化財課 　２2-1720
　　　（博物館）    ２２-2028

吉
祥
山
泉
福
寺
（
そ
の
２
）

■
泉
福
寺
の
隆
盛

　

泉せ
ん

福ぷ
く

寺じ

は
、平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か

け
、隆
盛
を
極
め
て
い
ま
し
た
。

　
焼
失
し
た
旧
本
尊
の
十
一
面
観
世
音
菩

薩
像
（
伝で
ん
ぎ
ょ
う
き

行
基

作
）
や
聖
観
世

音
菩
薩
像
、
観

世
音
菩
薩
像

は
、
い
ず
れ
も

藤
原
期
（
平

安
時
代
中
・
後

期
）
制
作
の
な

た
彫
り
一
木
造
り
の
仏
像
で
、

昭
和
36
年
（
１
９
６
１
）
の
中

日
伊
勢
湾
周
辺
総
合
学
術
調
査
団
美
術
班

（
石
田
茂
作
奈
良
国
立
博
物
館
長
な
ど
）

の
調
査
で
、
非
常
に
価
値
の
高
い
も
の
と
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
に
も
、鎌
倉
時
代
作

の
金
銅
仏
・
大だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う

日
如
来
坐
像（
焼
失
）や
、

か
ろ
う
じ
て
頭
部
と
胴
部
の
み
が
焼
け
残
っ

た
金
銅
仏
・
薬や
く
し
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う

師
如
来
坐
像
（
田
原
市
指

定
文
化
財
）
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
仏
像

の
胴
部
背
後
に
は「
勧
進
沙
門
金
剛
仏
子

永
俊　
泉
福
寺　
嘉
禎
参
年
丁
酉
」
の
銘

が
刻
ま
れ
、

嘉
禎
３
年

（
１
２
３
７
）

に
永え
い
し
ゅ
ん俊と
い
う
僧
侶
の
勧
進
に
よ
り
制
作

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

海
を
隔
て
た
知
多
郡
美
浜
町
に
あ
る

野の

ま間
大だ
い
ぼ
う坊（
大
御
堂
寺
）所
蔵
の
錫
し
ゃ
く
じ
ょ
う
杖（
愛

知
県
指
定
文
化
財
）
に
も
「
奉
施
入
三
州

渥
美
郡
泉
福
寺
拝
殿　
元
応
庚
申
八
月
日

大
勧
進
栄
源
」
の
刻
銘
が
あ
り
、
元
応
庚

申
の
年
は
、
元
応
２
年
（
１
３
２
０
）
で
、

こ
の
年
の
８
月
に
栄
源
と
い
う
僧
侶
の
勧
進

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

和
地
町
に
あ
る
医い
ふ
く
じ

福
寺
蔵
の
大
だ
い
は
ん
に
ゃ
き
ょ
う

般
若
経

（
田
原
市
指
定
文
化
財
）
は
、
木き

そ曽
義よ
し
な
か仲

の
祐ゆ
う
ひ
つ筆
で
あ
っ
た
太た
ゆ
う
ぼ
う
か
く
み
ょ
う

夫
坊
覚
明
の
写
経
と

伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
た

び
た
び
補
書
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は
、

「
正
和
五
年
六
月
十
日
参
州
渥
美
郡
山
田

泉
福
寺
東
ノ
坊
ニ
書
写
シ
ヲ
ワ
ル
」
と
記
さ

れ
た
も
の
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代

の
正
和
５
年
（
１
３
１
６
）
に

泉
福
寺
の
東
坊
で
圓え

ん
し
ょ
う證と
い
う

人
が
補
書
し
た
こ
と
が
そ
の
奥

書
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

泉
福
寺
境
内
の
東
方
に
あ
る

約
90
基
あ
っ
た
と
さ
れ
る
中
世

墳
墓
群（
田
原
市
指
定
文
化
財
）

は
、
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
に
か

け
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
墓
地
に
は
、
渥
美
・
常
滑
・

瀬
戸
で
生
産
さ
れ
た
焼
き
物
（
壺
や
瓶
子

な
ど
）
が
蔵
骨
器
に
転
用
さ
れ
埋
納
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
列
挙

し
た
焼
失
ま
た

は
現
存
す
る
泉

福
寺
関
係
の
文

化
財
な
ど
は
、

平
安
か
ら
鎌
倉

時
代
に
か
け
て

の
泉
福
寺
の
隆

盛
を
物
語
る
も

の
で
す
。

■
泉
福
寺
の
衰
退

　

平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
に
全
盛
を
誇
っ
た

泉
福
寺
は
、
戦
国
時
代
の
混
乱
に
よ
り
一

時
期
衰
退
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

文
明
12
年
（
１
４
８
０
）
ご
ろ
に
田
原

に
城
を
築
城
し
た
戸と

だ田
宗む
ね
み
つ光
や
天
文
16
年

（
１
５
４
７
）
の
今い
ま
が
わ
よ
し
も
と

川
義
元
に
よ
る
奥
郡

攻
め
な
ど
に
よ
り
泉
福
寺
は
、
戦
国
乱
世

に
よ
る
荒
廃
の
時
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

　

慶
長
６
年
（
１
６
０
１
）、
田
原
城
主

と
な
っ
た
戸と

だ田
尊た
か
つ
ぐ次
が
山
田
村
を
支
配
し
、

泉
福
寺
の
修
復
を
し
た
こ
と
か
ら
も
戦
国

混
乱
期
に
泉
福
寺
が
荒
廃
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
天
野
）

 ●泉福寺参道石段（市指定史跡）／昭和30年代

●後背銘のある薬師如
来坐像（市指定文化
財）／泉福寺蔵

 ●泉福寺中世墳墓（市指定史跡）

 ●泉福寺旧本尊（焼失）
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全体のバランスを意識し
て、一画ずつ丁寧に書くこ
とができました。

評 評

評評

はらいやそりの部分に気
をつけながら、美しい字
形で書くことができまし
た。

願いを込めて七夕の飾りを作りました。
潤くんの願い事が叶うといいね。

編み込みを頑張りましたね。元気いっぱい
に咲くヒマワリの様子が伝わってきます。

習字 習字
田原東部小学校5年

松本のの香さん

 
六連保育園

石川潤くん（５歳）

星を切るのが難しかったけ
ど、上手にできたよ。

ヒマワリの真ん中を組むの
が楽しかったよ。

六連保育園

木藤琉嘩ちゃん（５歳）

ま　　   なか　　  く　　　 ほし　　   き　　　　　　   むずか　　　

田原東部小学校4年

澤口育穂さん
かいく　  ほ　

じゅんる　　 か

じゅん　　　　     ねが 　　ごと      かなさ　　　　　　　　　　　　よう す　     つた　　　　　　　　

あ         こ　　 　　 がん ば　　　　　　　　　　　 げん き　　　　　　　　　　　　　　       　　    　　　 　　　　　 ねが　　　　　こ 　　　　  たな ばた 　  かざ　　      つく

高橋
範子
先生

たの　　 じょうず

▼
腕
に
抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
夏
の

草
花
を
抱
え
た
女
の
子
。梅
雨
が
明

け
れ
ば
、い
よ
い
よ
夏
本
番
。太
陽

い
っ
ぱ
い
の
空
の
下
、抱
え
き
れ
な

い
ほ
ど
の
思
い
出
が
で
き
る
夏
に
な

り
ま
す
よ
う
に
。（
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】夏
の
花
を
抱
え
た
少
女（
博
物
館
）

本誌は再生紙を使用しています。

●人口と世帯数（平成28年6月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 39人 死亡 55人

転入 104人 転出 141人

増減 -53人

総人口 63,842人

男性 32,291人

女性 31,551人

世帯数 22,156世帯

※増減は5月中です

今月　納税・使用料の

納期限 8月1日 月

固定資産税・都市計画税
（第２期分）

後期高齢者医療保険料
（第１期分）

節水を心掛け、大切に使いましょう。

（%）33,599千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

64.8%

平成28年6月22日現在  ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

N
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成
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号
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